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は　じ　め　に

　子どもたちにとって安全で安心できる地域社会を築くためには，子どもたち自身の

危険予知能力や危険回避能力等を高めるとともに，学校はもとより，家庭や地域，関

係機関が互いに連携しながら子どもたちの安心・安全に関する取組を充実・発展させ

ていくことが重要となっています。

　京都市では，「地域の子は地域で守り育む」という伝統を基盤として，これまでから

保護者や地域住民の方々，関係機関の御理解・御協力・御参画を得ながら，地域社会

全体で学校安全や子ども安全に関する取組を推進してまいりました。現在，全市至る

ところで，ＰＴＡやスクールガードの方による地域パトロールの充実や「みまもり隊」

等による子どもたちの見守り活動，また，あいさつ・声かけ運動の充実，安心・安全

に関する啓発活動など，様々な取組が展開されているところです。

　さらには，こうした取組を子どもたちの安全に止めることなく，地域全体の安心・

安全を目指した取組として発展させ「無理なく継続し，地域に定着させていこう」と

いう考えが広がってまいりました。子どもたちはもちろん，すべての住民にとって安心・

安全な地域社会の実現を目指し，地に足をつけた取組を弛みなく着実に進めていくこ

とが大切です。

　本冊子は，平成19年度に京都市で実施した「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」

（文部科学省と警察庁の連携事業）の報告書として作成いたしました。

　本冊子が，地域ぐるみで進める安心・安全なまちづくりの一助となれば幸いです。

最後になりましたが，報告書の作成にあたり，ご協力賜りました関係各位に対しまして，

心より感謝申し上げます。
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平成19年度　「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」
事　業　概　要

１　趣　旨
　学校の管理下における事件・事故が大きな問題となっている近年の状況を踏まえ，家庭や地域及び関係団体・
機関と連携しながら，学校の実情にあった学校安全ボランティア（以下「スクールガード」という）の安全管
理に関する取組を推進する。（文部科学省と警察庁が連携した委託事業）

２　内　容
（1）�全市で「モデル地域」を2地域 ( 松ヶ崎小学校，正親小学校 ) 指定し，学校運営協議会を活用して「学校安全推進委員会」を開催し，

地域ぐるみで学校安全に関する実践的な取組を実施する。

○「学校安全推進委員会」（2回開催，時間は1回1時間30分程度）
　　＊メンバー：�学校，PTA，各種団体，スクールガード団体，所轄警察署，学識経験者，教育委員会等
　　＊内容：　１回目…挨拶・趣旨説明・学校の防犯に関する取組・スクールガードの実践・情報交換，警察及び
　　　　　　　　　　　学識経験者からの助言
　　　　　　　２回目…挨拶・活動の成果と課題・情報交換・警察及び学識経験者からの助言
○経費（物品購入予算）
　　モデル地域においては，学校安全関係の取組に対する消耗品を購入し，学校安全の整備を行う。
　　　（例）腕章，帽子，防犯ブザー等の防犯活動啓発用品及び防犯活動関連事務用品

（2）スクールガードを養成するための「京都市スクールガード養成講習会」を全市で年4回開催する。

○第1回 ( 6月 )　講演会
○第2回 (10月 )　シンポジウム形式 ( モデル校の実践発表をもとに意見交換・シンポジウム )
○第3回 (11月 )　シンポジウム形式 ( モデル校の実践発表をもとに意見交換・シンポジウム )
○第4回 ( 2月 )　講演会
　※シンポジウム形式
　　・コーディネーター及びアドバイザー : 学識経験者（藤岡一郎　京都産業大学教授，谷口知弘　同志社大学教授）
　　・シンポジスト :「モデル地域」の学校代表，PTA 代表，地域代表，見守り隊代表，
　　　　　　　　　　スクールガード・リーダー，警察・行政担当者等

（3）�警察官OBを地域学校安全指導員（以下「スクールガード・リーダー」という）に委嘱し，校区の巡回指導や登下校時の巡
回パトロール等を実施する。また，学校は必要に応じて，実情に合ったスクールガードの取組に対して専門的な考え方を聞
くことができる。

○スクールガード・リーダー
　・１人のスクールガード・リーダーが数校の小学校を担当する。
　・活動は週2日 ( 火・金 ) で，1日あたり2校区の巡回指導を原則とする。ただし，見守り隊等の活動状況や学校
　　及び地域事情等を踏まえ，曜日を変更した活動や下校時のみの活動も可とし，活動日を計画する。
　・活動は長期休業期間中を除き，年間90日を上限とする。
　・スクールガード・リーダーは，帽子・腕章・名札を付けて巡回パトロール等を行い，終了後，職員室の「活
　　動報告書」に記入する。また，管理職に状況等の報告を行う。
○学　校
　・月はじめに教育委員会から送付する「活動予定表」により，活動日を確認する。
　・スクールガード・リーダーが記入した「活動報告書」を確認し，学校長確認印欄に捺印する。
　・毎月末，「活動報告書」のコピーを教育委員会へ送付する。
　・年度末には，「活動報告書」の原本をまとめて，教育委員会へ送付する。
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1地域（校区）のようす
　本校は，明治2年に上京十番組小学校として開校
された歴史と伝統の息づく学び舎である。現在，少
子化，高齢化が進行し児童数約150名の小規模校で
ある。校区は，京都市市街の中心である上京区に位
置し，千本通りなどのバス通りのほか小路が多く交
通量も多い。特に，自転車・バイクの走行が目立つ。
交通安全会や防犯推進委員会など各種団体の地域活
動も活発である。

2取組の概要
（1）学校での取組
　地域ぐるみの教育は学校ぐるみの取組からとし
て，「自ら危険に気づき，安全に行動する子の育成」
を安全教育の目標として設定し，安全学習や安全指
導を核にして交通・生活・防犯・防災の安全能力（危
険回避能力）の向上を目指した。
　取組に当たっては，学校安全年間計画に基づき系
統的，計画的に指導するとともに，安全ノートの活
用を推進してきた。また，安全管理の充実に努め，
よりよき安全教育推進の環境を整備するよう努め
た。
　そして，地域ぐるみは学校ぐるみの取組からとし
て，地域の教育力と連携し，小規模校の特色を活か
して「たてわりでの学習」を充実させ，学級にとど
まることなく，町別での学習や小グループのたてわ
り集団での学習を行い，互いに学び合い，高め合う
集団づくりを目指すことを通して，総合的に児童一
人ひとりの安全能力向上を育むよう取り組んだ。

【活動例】
○�子ども安全パトロール隊の取組〔安全学習・安全

指導・総合的な学習（13単位時間）〕
　＊�６月・1１月の２回実施（地域・保護者 PTA・

上京警察署の協力支援）
　＊�ねらい： 「安全マップ作りを通して，校区の危

険箇所を知り，子ども自らが自分や友達の命を
危険から守る安全能力を育てる。」

　　　　　

＊内容―――――――――――――――――――
　・�全校児童を町別のたてわり27グループに分け
て全校的活動を実施。

　・�「こども110番のいえ」を訪問し，家の方との
コミュニケーションをもつ。

　・�通学路を実地に踏査して，危険に気づき安全な
行動を考える。

　・�当面及び事前事後のやりとりの活動や行動の中
で危険に気づく能力を高める。

　・安全マップを作成する。

「こども110番のいえ」
訪問

平成19年度　地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業

子どもが生き生きと活動できる安心安全のまちづくり
京都市立正親小学校　　校長　小上　嗣徳
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（2）地域・保護者（ＰＴＡ）・関係機関と連携した取組
　子どもたちが，日々安心で安全な生活が送れる街
づくりの一環として，「正親見守りたい」の取組を
推進してきた。「見守り隊」から「見守りたい」の
気持ちで，『気楽に，気長に，危険なく』を基本に
地域・保護者（PTA）・学校との継続的な取組にし
てきた。地域の交通安全・防犯推進などの各種団体
や上京警察署など関係機関と連携して，自転車を
中心とした交通安全教室や児童を対象にした防犯
教室，不審者の侵入を想定した防犯避難訓練，さ
らに低学年児童と保護者を対象にした CAP ワーク
ショップの活用など様々な活動に取り組んできた。
とりわけ，「子ども安全パトロール隊（安全マップ
をつくろう）」や「正親見守りたい」の活動は，子
どもたちと地域・保護者（PTA）との豊かなコミュ
ニケーション作りとなった。
　　
ア　「正親見守りたい」の活動

児童が登校するすべての授業日に活動した。
ＰＴＡを含めた地域の各種団体全てで組織し
た。

イ　「自分の命は自分で守る」が基本
ＰＴＡら全児童に防犯ブザーを寄贈していた
だいた。
上京警察の方から防犯ブザーの活用方法につ
いても教えていただいた。

ウ　「子ども安全パトロール隊」の支援活動
マイ安全マップをつくろう（地域と共に）「こ
ども110番のいえ」の訪問や通学路の安全点
検を実施した。

3成果と課題
　「正親見守りたい」の取組を地域，保護者，PTA
が一体となって活動したことによって，「地域の子
は地域で育てる」意識が高まってきた。そして，継
続的な取組を通して地域のコミュニティを豊かにし
ていく大きなひとつの機会なった。
　地域ぐるみで，子どもの「マイ安全マップをつく
ろう」の取組を支援した結果，子どもの防犯・安全
意識の向上をもたらした。
　今後，「正親見守りたい」の活動を，『気楽に・気
長に・危険なく』をキーワードに継続的な取組にし
ていくとともに，地域・保護者（PTA）・学校の連
携を一層豊かにして，「地域ぐるみの教育」と「安
心安全の街」づくりを目指したい。
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安心安全のまちづくり
正親子ども・地域　「正親安全見守りたい」活動

①気楽に　　②気長に　　③危険なく
事務局　正親小学校　　　　

下校時パトロール　
月 体育振興会・民生児童・老人福祉・地球温暖化
火 自主防災・保健協議会・鶴令会
水 交通安全会・少年補導・母子寡婦福祉会
木 P　T　A・おやじの会
金 平安レディース・防犯推進・なでしこ会・消防分団

活動地域　　正親小学校通学地域　およそ北は笹屋町通り 南は下長者町通り　
　　　　　　　　　　　　　　　　          西は六軒町通り　東は松屋町通り

防犯パトロールの時間帯
・事件，事故の発生は，圧倒的に下校時に多い

登校時　午前　８時～８時４０分　を目安に　
下校時　午後　３時前～５時　　　を目安に
＊学校の朝の登校時間は８時１０分から３０分までの間に登校するよう指導しています。
＊下校については学年により，曜日によりバラつきがあります。最終は 4 時 30 分
＊児童館（学童）は，午後３時に集団で行くことにしています。
＊登校時　　交通安全会（月初め・学校安全日）　PTA（適宜）の見守り

方　法　　　自転車又は徒歩　　①気楽に　　②気長に　　③危険なく
① �3 時前に学校正門前に集合しパトロール開始を基本に（腕章・ジャンパーなど着用）
②定点の立ち番
③巡　回
④気がついた点などは学校に連絡
⑤危険に出会ったら迷わず 110 番通報　　　

＊１回のパトロール人員 , ３名を基準に（複数での行動がより安全で安心です）
＊巡回立ち番場所などは、同じ曜日分担の団体と調整してください。

平成１9年度　　正親子ども地域安全見守りたい活動表　　　10・11月分気楽に　　気長に　　危険なく
月日 曜日 午前 午後 備考 月　日 曜日 午前 午後 備考

10月１日 月 交通安全会・S 体振・民生・老福・地温暖 11月１日 木 交通安全会・S PTA・おやじの会
10月２日 火 S 自主防・保健・鶴令・日赤 11月２日 金 S レディ・防犯推・なでしこ・消防
10月３日 水 Ｓ 交安・少補・母子・共募 11月３日 土 正 親 学 区 敬 老 の つ ど い　　（文化の日）
10月４日 木 Ｓ PTA・おやじの会 11月４日 日
10月５日 金 Ｓ レディ・防犯推・なでしこ・消防 前期終業式 11月５日 月 Ｓ 体振・民生・老福・地温暖
10月６日 土 11月６日 火 S 自主防・保健・鶴令・日赤 SG
10月７日 日 区民体育祭 11月７日 水 Ｓ 交安・少補・母子・共募
10月８日 月 陸上記録会 11月８日 木 Ｓ PTA・おやじの会
10月９日 火 秋休み 11月９日 金 Ｓ レディ・防犯推・なでしこ・消防 文化の集い
10月10日 水 Ｓ 交安・少補・母子・共募 後期始業式 11月10日 土 創立記念日
10月11日 木 Ｓ PTA・おやじの会 参観懇談 11月11日 日
10月12日 金 Ｓ レディ・防犯推・なでしこ・消防 参観懇談 11月12日 月 Ｓ 体振・民生・老福・地温暖
10月13日 土 PTA コーラス交歓会（正親） 11月13日 火 S・SG 自主防・保健・鶴令・日赤
10月14日 日 11月14日 水 Ｓ 交安・少補・母子・共募
10月15日 月 交通安全会・S 体振・民生・老福・地温暖 11月15日 木 交通安全会・S PTA・おやじの会
10月16日 火 S 自主防・保健・鶴令・日赤 11月16日 金 Ｓ レディ・防犯推・なでしこ・消防 たてわり町清掃
10月17日 水 Ｓ 交安・少補・母子・共募 11月17日 土
10月18日 木 Ｓ PTA・おやじの会 11月18日 日 上子連ドッジボール大会　　翔鸞小
10月19日 金 Ｓ レディ・防犯推・なでしこ・消防 11月19日 月 Ｓ 体振・民生・老福・地温暖 個人懇談会
10月20日 土 11月20日 火 S 自主防・保健・鶴令・日赤 SG・個人懇談会
10月21日 日 11月21日 水 Ｓ 交安・少補・母子・共募 個人懇談会
10月22日 月 Ｓ 体振・民生・老福・地温暖 11月22日 木 Ｓ PTA・おやじの会 個人懇談会
10月23日 火 S 自主防・保健・鶴令・日赤 11月23日 金 勤労感謝の日
10月24日 水 Ｓ 交安・少補・母子・共募 11月24日 土
10月25日 木 Ｓ PTA・おやじの会 11月25日 日
10月26日 金 Ｓ レディ・防犯推・なでしこ・消防 安全講座ルビノ 11月26日 月 Ｓ 体振・民生・老福・地温暖
10月27日 土 11月27日 火 S・SG 自主防・保健・鶴令・日赤 大文字予選会
10月28日 日 11月28日 水 Ｓ 交安・少補・母子・共募 マラソン大会
10月29日 月 Ｓ 体振・民生・老福・地温暖 11月29日 木 Ｓ PTA・おやじの会
10月30日 火 Ｓ 自主防・保健・鶴令・日赤 合同運動会 11月30日 金 Ｓ レディ・防犯推・なでしこ・消防
10月31日 水 Ｓ 交安・少補・母子・共募

＊ありがとうございます。健康に留意してお願いいたします。
＊朝の登校時間は８時10分から30分の間に登校するよう指導しています。下校は、3時頃から4時過ぎが多いです。
＊下校時間 ( 放課後開放）は、11/14まで午後４時30分です。10月5日 ･10日は給食有り平常下校
＊文化の集いのある11月9日の午後就学時健康診断があり午後2時下校予定です。（高学年除く）

できる範囲でパトロールしましょう
無理せず　安全に　
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松ヶ崎あんしんネットワークの取組
「子どもの安全から，安心・安全のまちづくりに」「松ヶ崎の子どもは，松ヶ崎でまもる」

京都市立松ヶ崎小学校　　校長　白石　悦徳

1校区の様子
　左京区に位置する松ヶ崎地域の歴史は古く，「妙
法」の送り火は現在でも地域の人々によって連綿と
伝えられており，地域の伝統芸能である「題目踊り」
や「さし踊り」も伝承・保存されている。校区は，
北に松ヶ崎の東山（法）・林山・西山（妙）と続く
里山と宝ヶ池をひかえ，南は北大路通りまで，東は
高野川，西は上賀茂校区に接する深泥池まであり，
比較的広い地域である。戦後から現在に至るまでに
多くの農地は宅地となり，田畑の面積は往時の1割
ほどに減っている。特に，校区内を横断する北山通
と地下鉄の開通により，急激に町の様子が変わって
きた。こうした町の成り立ちは，学校に対する意識
や自治意識にも影響を与えている。

2取組の概要
①見守り活動の開始
　子どもが犠牲となる事件が続発する中，平成17年
度には，ＰＴＡを中心に「安全マップ」の点検，学
校とＰＴＡで「学校安全会議」を立ち上げるなどの
取組が始まり，学校とＰＴＡ本部委員会がリードし
て「見守り活動」を開始することにした。そして，「地
域ぐるみの学校づくり」の一環として安心・安全の
取組「あんしんネットワーク」をさらに充実させる
ことを目指してきた。
②活動のシンボル・マーク

　見守り活動を続けていくた
めには，参加・協力者の一体
感が大切であると考え，活動
のシンボルマークを作ること
にした。「犬」のマークにし
たのは，パトロールというイ

メージと重なりやすい事や，デザインによっては誰
が見ても「かわいい」と思える好ましく感じること
ができること。そして，子どもにも親しみがもてる
こと，さらに，学区内の人々が「私もほしい・付け
てみたい」と思わせるようなものが最適と考えた。
本校教員がデザインして，手作業で名札の形にした。
 

③広報活動「松ヶ崎あんしんネットワーク通信」
　見守り活動について保護者・
地域に知らせることが重要であ
ると考え，活動主旨やスローガ
ンなどを繰り返し広報し，地域
団体にも取り組んでいる様子を
知らせ，参加・協力を呼びかけ
た。「松ヶ崎あんしんネットワー
ク通信」を発刊し，「できる時に
　できる所で」「子どもの安全から，安心・安全の
まちづくりに」「松ヶ崎の子どもは，松ヶ崎でまもる」
などの短いフレーズを強調して訴えてきた。
④ �PTA・地域団体との連携「松ヶ崎あんしんネッ
トワーク」

　松ヶ崎あんしんネットワークは，そのスローガン
に「子どもの安全から，安心・安全なまちづくり
へ」を掲げている。そこで，地域各種団体への協力
要請を活発に行い，「安心・安全のまちづくり」に
繋がるように働きかけた。地域全体の活動となって
いくことを目指して団体名を「松ヶ崎あんしんネッ
トワーク」とし，全ての団体と保護者・地域協力者
が一堂に会した「松ヶ崎あんしんネットワーク」の
総会を開催した。

⑤�学校運営協議会「子ども安全企画推進委員会」の
発足

　本校では，平成19年3月に学校運営協議会「松ヶ
崎コミュ二ティ・スクール」を立ち上げた。企画推
進委員会として「子ども安全」委員会を設けた。「子
ども安全」委員会ができたことによって，子どもや
学校安全にかかわる企画・推進を担う組織ができ，
20を超える参加協力を総括するシステムが出来上
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がった。PTA が本年度取り組んだ「地域ブロック
別見守り活動」についても，この場で提案・協議さ
れている。さらに，多くの人の防犯意識や危機感を
高めてるために様々なアイディアを出し合って活動
を推進してきた。

⑥児童への安全指導
　地域の安全対策は重要である。それ以上に児童の
安全指導も重要であると考えている。本校では，年
間の安全指導は，すべての教育活動の中で，また学
級指導においても行っている。安全ノートの活用な
ど，子どもが自分で自分の命を守れる力を養うこと
が重要である。
　本年は，低学
年児童と保護者
を対象に，防犯
意識の向上を図
る た め Ｃ Ａ Ｐ
ワークショップ
の学習を行った。

3成果と課題
①�教職員・保護者・地域の意識の変化と地域ぐるみ
の学校づくり

　「松ヶ崎あんしんネットワーク」の取組は，教職員・
保護者・地域の方それぞれの意識に変化をもたらし
た。毎週の一斉見守り活動では教職員が早朝から出
勤し，校区内のポイントで見守り活動を行うように

なり，保護者にも自分たちの子どもは自分たちで守
らなければならないという認識が深まったように感
じる。子育てと仕事を抱えた保護者も「できる時に，
できる所で」という意識が出てきているのではない
か。
　一方，新旧の住民意識や考え方の違いが存在する
地域ではあるが，この取組を通して活動が活性化さ
れた団体もあり，様々な行事への参加も多くなった。
また，地域団体メンバーと子どもたちとの関わりも
増え，朝の挨拶などから子どもたちの様子や実態を
よく見ていただくようになっている。
このように「地域ぐるみの教育活動」を推進する学
校の姿に，学校理解や信頼関係が深まり，住民が一
体化した「まちづくり」を進める様々な取組におい
て連携がより一層深まっているのではないかと思わ
れる。
②活動の継続と予算措置
　いかなる地域でも，子どもが犠牲となる事件が発
生すれば見守りの体制を強化することは当然であ
る。しかし，その活動を持続することは大変困難を
伴うものである。本校においても，これまで大きな
事故・事件は発生していないが，それだけに様々な
工夫をして，保護者・地域住民の危機意識を継続さ
せる取組は必要である。
　また，府や京都市の助成を受けて，ネームプレー
トやパトロール用のパーカーなどをそろえた。地域
の保護者・住民が防犯意識を持って活動している地
域であることをアピールすることは非常に重要なポ
イントである。今後は取組の活性化と継続を図る上
で，取組の予算化が必要となってくる。そして，学
校評価システムを有効に活用して，保護者や地域住
民の意識や課題を把握して，改善に向けた取組を工
夫していきたい。

パトロール用のプレート オリジナルのエコバック

子ども110番協力の家 安全マップの改訂作業

松ヶ崎版こども110番 1年生のお迎え当番

子ども安全部会での連携 地域ブロック別見守り活動

保護者・地域の見守り活動
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スクールガード
養成講習会の開催
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第1回　京都市スクールガード養成講習会
「地域の子どもは　地域で守り育む」

日　　時　　平成19年6月20日（水）　午後2時～3時30分

会　　場　　京都市総合教育センター　4階「永松記念ホール」
	 	 [ 京都市下京区河原町仏光寺西入ル ]

主　　催　　京都市教育委員会

共　　催　　京都市子ども安全会議
		  　　※「京都市子ども安全会議」とは
		  　　　　�人づくり21世紀委員会,京都市PTA連絡協議会,京都市地域生徒指導連合会,京都「お

やじの会」連絡会,京都市学校保健会,京都市立学校長・園長会,京都市教育委員会の代
表で構成し,子どもの安全に関する重要または緊急の課題についての方策についての
協議・意見交換を行なう。平成16年4月設置

対 象 者　　見守り活動等を行っているスクールガードの代表及び教職員

参加人数　　330名

内　　容　　講演

	 	 「子どもを危険から守るには」
	 	 講師
	 	 　子どもの危険回避研究所　所長　横矢　真理
		  　　　※横矢　真理　氏のプロフィール
		  　　　　�日本大学芸術学部放送学科卒。平成２年より，主婦の立場を生かした考現学的商品

研究とともに，子どもを取り巻く危険や環境に関する研究に携わる。平成11年よ
り，「親子で生きる力を養う」ためのサイト「子どもの危険回避研究所」を主宰・
運営し，子どもに関わる事故・犯罪・暴力・健康・環境などの情報を提供し，生活
安全教育の普及をライフワークとしている。

		  　　　　�日本犯罪社会学会・日本犯罪心理学会・日本被害者学会・警察政策学会『市民生活
と地域の安全創造研究会』研究員

		  　　　　「子どもの危険回避研究所」のウェブサイトより
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　みなさんこんにちは，子どもの危険回避研究所の横
矢です。
　4年前に中学生用の防犯テキストを全国で初めて出版
したとき，それを見た京都府警の課長からご連絡いた
だいて京都に来たことが，私と京都との関わりの始ま
りです。
地域安全マップづくりなど安全安心まちづくり京都の
取組に関わっており，今回，また，京都に呼んでいた
だきうれしく思っています。
　今日はそれぞれの地域に戻られて具体的に役立つ事
や取組に活かされるようなお話をしたいと思います。

　パンフレットの表紙のイラストにあるように、子ど
もの危険と言っても様々な分野の危険がありますが、
時期によってどこかに意識が集中しがちです。例えば
防犯，広島や奈良の事件があった頃から防犯に対する
意識は強くなりましたが，子どもたちを襲う危険は事
故や防災などもあることを忘れてはいけません。全体
をバランス良く見守ることが大切です。
　私たちがこの図をつくったのは9年前ですが，全国の
保護者約800人にアンケートをとり，実際どんな危険や
不安があるのか調査をしました。その結果がこの図な
のです。
　「子どもを留守番させる時にどうしたら安全に過ごせ
ますか」という質問を受けることが多いのですが、子
どもが留守番中に地震が起きたら等なにが起きるかと

いうことをまず考えてみてください。家具の転倒防止
つっぱり棒をつけたり，チェーンをつけたりという事
をされている方は手を挙げてください。意外と少ない
ですね。関西では阪神淡路大震災があったので，もう
大地震はないだろうと思っているとよく言われます。
しかし，残念ながら日本中いつどこにくるのかわかり
ません。地震の対策は大事な事です。まずここから対
策を考えると良いでしょう。
　アンケートで多かったのが，家の中の事故でした。
不安を感じる場所では外のほうが多かったのですが，
現実に事故が起きているのは家の中が1番多いのです。
ガラスに突っ込んだり，階段を落ちたり，扉に指をつ
めたり，打ち所が悪いと大変な怪我をするという事が
あります。ガラスの飛散防止フィルムというのを，付
けていただくと地震対策にもなります。改めて地震対
策について考えてみてください。
　他に家庭での留守番中にどんな事が起きると思いま
すか。アンケートを取ると、子どもが留守番中に，居
留守を使わせている人が約半数いました。この場合、
実は空き巣に入られる可能性が出てきます。空き巣は
チャイムを鳴らしてみて，いないと思ったら鍵を開け
て入ることが多いのです。その際に小さい子どもが一
人でいたらどうなるか。「殺される事もありえます」
と，ある警察関係の方に言われて，6年前に私はすごく
ショックを受けました。それほど留守番は危険なこと
なのです。
　そういうことも考えると、子どもを守るためには、
空き巣に入られにくい家にすることも大切です。また、
子どもにも防犯を教える必要がありますが、子どもに
留守番ができるか判断する場合に「鍵が使えるか」と
いう点が大きなポイントだと思います。鍵を開ける時
に，後ろから誰かが来て，押し込まれて家に監禁され
る事も結構あるので，鍵がちゃんと使えるようになる
ことは，大きな判断材料になると考えます。それがで

講　演
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きないうちは、留守番させない方が良いでしょう。
　また、鍵をぶら下げて歩いたりさせるのは非常に危
険です。犯罪を考えている人は，下見をしますので，
目を付けられないようにすることが大事です。
　そして家の前に来る途中に，後ろを注意する事を教
えています。さらに留守だと思わせないように，チャ
イムを鳴らして家に入り，「ただいま」と言いながら入っ
て鍵を閉めるという一連の行動を教え，習慣づけるよ
うしてほしいと思います。
　玄関のドアを二重鍵にしてらっしゃる方は手を挙げ
てください。とても多いですね。では裏側のベランダ側，
サッシに補助錠・補助鍵などをつけておられる方は手
を挙げてください。半分ぐらいに減りましたね。裏側
から窓を破られるなどがけっこう多いので，ぜひ補助
錠もつけてください。ガラスに防犯フィルムを貼って
おられる方は？少ないですがおられますね。ガラスが
割れにくくなり，効果があります。事故や災害時にも
役立つわけです。
　環境も大きなポイントになります。
　個人的な話ですが，17年前になります。最初に研究し
たのが抗菌防臭靴下でした。私は男の子二人の親で，
当時は専業主婦でした。男の子が3人いる友達と一緒
に，抗菌防臭靴下を，子ども向けに開発をしようと始
めました。調べてみると、抗菌剤という薬剤が使われ，
繊維に抗菌剤が練りこまれたものや、抗菌剤につけて
効果を持たせたものがありました。調べてみると、洗
たくをしているうちに、効果が弱くなるものがありま
す。これは、言いかえれば抗菌剤が溶けて出てくる可
能性があるわけです。薬剤についてメーカーに問い合
わせてみると，どこの企業も教えてくれません。色々
な資料を調べてみると，ひとつの薬剤がわかりました。
それはアメリカではレモンやオレンジにかける農薬と
して使用が禁止された物で，日本に入って，抗菌防臭
のある商品に使われていたということがわかりました。
それが日本で使えない薬となった場合に，アジアに売
られていることもわかりました。ショックでしたが，
見えない裏側では何が起きているかを考えなければな
らないことに気づきました。ここで得た教訓は、「知ら

ないで使わされるのは嫌だ。知っていて選べる親にな
りたい！」ということでした。
　子どもを取り巻く危険には，本当にいろんな物があ
ります。シュレッダーで幼児が指を欠損する事故も
ニュースになりましたが、身近にある玄関のドアなど
でも400キロぐらいの重さがかかり，指が切断されると
いう事があります。同じような危険な小さな隙間，子
どもが指を突っ込みやすい思いがけない穴や尖った所
など探すとたくさん出てきます。視野を広めて見てい
ただくと，子どもの危険を考えるポイントがみつかり
ます。何人かで話し合うことも重要だと思っています。
　大人が子どもに対してできることは大きく分けると2
つです。1つは子どもの危険回避能力を高めるサポート
です。子どもの危険回避能力は，生まれつきのものが
ありますが，その能力を高めるサポートができるのが
大人です。もう1つが犯罪や事故に遭いにくい環境づく
りです。先ほど留守番，防犯の話をしました。防犯力
を高める事と，鍵の開け方を教えることは，子どもの
能力を高める事と，犯罪や事故に遭いにくくします。
　私がアンケートを行った1999年6月。私は専業主婦で
ありながら，子どもの危険から身を守るための研究を
続けていました。ホームページを開設し，そこのディ
レクターをやりました。そこで多くの保護者とメール
やチャットで話をしました。そこで感じたのが，漠然
とした不安を持っている人が多いということでした。
何が不安か説明できないが，いざという時に守れない
気がするっていうのです。もうひとつは情報が足りな
いという意見が多かったのも印象的でした。
　そういう保護者に向けて、子どもを守るための良い
情報を集めたリンク集を作成し、子どもの危険回避研
究所となづけました。最初は、架空の研究所で、ホー
ムページのタイトルだったのです。子どもの危険回避
とは、表紙の下の方に書いてある通り、「危険を事前に
予測して未然に防ぐこと。そして，もし防ぎきれなかっ
た場合は，被害を最低限におさえることです。それには，
最悪を想定した準備と，訓練が重要です。」これが大切
なことです。
　危険を未然に防ぐと言っても、何でもかんでも危険
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を遠ざけようとか，防ごうというのではありません。
よく勘違いされて，タイトルだけきいて，「横矢さん，
危険は回避させちゃいけないよ」と以前はよく言われ
ました。それは，「鉛筆はナイフで削る時に，指を怪我
しながら乗り越えていくものだから，危険は回避させ
てはいけない。」という意見です。それはみんなが一瞬
そうだと思う言い方ですが，だからと言って何もしな
くていいわけではなくて、いろんな方向から対策を考
えてほしいというのが私たちの考え方です。
　危険にはいろいろなものがあり，レベルもあります
が，子どもが必要以上に傷つかない危険回避が大切で
す。命に関わるような大きな危険からは防ぐべきです。
それには、自分で危険を事前に見つけて，それをレベ
ル分けして対処ができるような人間になってほしいと
活動しています。また、もし防ぎきれなかった場合は，
被害を最低限に抑える事を必ず入れておくべきです。
　犯罪は、被害にあったのは自分が悪かったのだと思っ
てしまいがちです。痴漢に遭った時に，私に隙があっ
たからと思ってしまいます。また、そう保護者に言わ
れてしまうこともあります。でも犯罪にあうのは，犯
罪者が悪かったのです。傷つけられても，すぐに治療
する事ができれば，傷は小さくする事ができます。心
の傷も同じように対処すれば，小さくする事ができま
す。何でも未然に防ぐだけではなくて，レベルを下げ
て傷を弱めるということも考えてください。
　想像力や判断力や瞬発力・コミュニケーション能力
や想像力が，最近の子どもに欠けていると言われてい
ます。想像力に欠けている子どもは被害者になりやす
いのですが、同様に加害者にもなりやすいと言われて

います。先のことを考えられないと，いじめっ子に仕
返しをしようと頭を殴ってしまい、その結果相手は亡
くなってしまうかもしれません。被害者が加害者になっ
てしまうわけです。これを防ぐためには、想像力をつ
けていくことは，とても大事な事となります。
　コミュニケーション能力ですが，例えば大地震起き
たときに「どこに避難したらいいか」ということを，
大人と話ができる子どもと，できない子どもでは助か
る確率が違ってくると思います。
　子どもの危険回避能力をアップするには，地域安全
マップ作りがとても効果的です。地域安全マップは、
子どもがメインになって町を歩いて，地域の危険な場
所を見つけて歩くという方法です。想像力やコミュニ
ケーション能力を高めながら、地域の環境を改善する
効果もあります。やった事のある方手を挙げてくださ
い。4割，3割位でしょうか。では、ビデオをご覧ください。
広島県の大学生が作ったビデオです。京都も大学生が
よくサポートしてくれますが、広島県は地域安全マッ
プ作り専用のチームが大学生の間にできました。大学
に小学校6年生を呼び，学校で地域安全マップの指導者
になる勉強もさせています。学食で一緒にご飯を食べ
たりしながら大学生と交流し，マップ作りのリーダー
を育てる活動まで取り組んでいるのです。ビデオは地
域安全マップ作りを学校で作る例ですが，他にもいろ
んな地域の公民館や青少年館などが土曜日，日曜日の
活動として取り組まれていますので，ぜひ参考にして
いただきたいと思います。
<ビデオ上映>
　子どもたちが楽しそうにやっていたのがわかってい
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ただけたのではないかと思います。先日熊本県のイベ
ントで子どもたちによる発表会がありました。モデル
校が2校，市部学校の子どもと，郊外型学校の子どもと
二つのタイプで実施したのですが，発表会で両方とも
が同じ事を言っていたのが心に残っています。それは

「地域の方たちと一緒に歩く機会がもてて面白かった。
お話ができて楽しかった。」ということでした。両方の
チームとも、空き地の草が延び放題になったところが
気になる，ちょっと怖いなと子どもが言ったら，次に
お会いする時までに，皆さんで草を刈ってくれていた
ということでした。自分たちが言ったことを聞いてく
れて街の安全度も上がって、すごく嬉しかったという
話をしていました。そういう形で地域の方々と一緒に
マップ作りができれば，すごくいいことだなと思って
います。
　学校で実施するのは大掛かりになるのでなかなか難
しいので，まずは家庭で作ってください。お友達を二
人ぐらい誘って，あるいは家族二組三組で一緒に町を
歩きながら，危ないところあるかなって一緒にワクワ
クするような冒険的な感じでやっていただけるといい
なと思います。ゴミ拾いも一緒にいかがでしょうか。
ゴミが散らかっている所は管理が行き届いていなくて，
犯罪を実行しやすい所です。そこを安全な場所にする
ために、きれいにしていこうとゴミ拾いをするのです。
ただし、熱心に活動すると交通安全に気をつけなくな
るのでそこを注意をするのは大人の役割です。
　道路の絵ですが，「どこに気をつけたらいいと思いま
すか？」「どこが危ないと思いますか？」
男性）「歩道のラインが京都なんかはあるのですけど，
これを見ていると片側路上駐車で，こっちはバイクが
走ってますね。危険な道路があると今拝見しています。」
　歩道と車道が分かれていない、こういう道も多くあ
ります。しかし歩道と車道が分かれていれば，事故に
も犯罪にも遭い難くなります。道を選ぶ時には、でき
れば歩道と車道がある道を、ガードレールがある道を
選べるようにお話をするようにしています。ほかにこ
の道路いかがでしょうか。
女性）「バイクが通っているのが，なんかこれ，ぶつか
りそうな気がします。」

　歩道と車道が分かれていないし，道が狭いし，おま
けに車が停まっているので交通事故に遭いやすいです
ね。バイクだけではなくて自転車にぶつかる事故も想
像以上にダメージが大きくなることがあるので、注意
してください。
男性）「塀がありますね。見通しがきかないので，閉鎖
的です。人の犯罪がちょっと危ないですね。」
　長く塀が続いている道で，木がうっそうとしており，
まわりから隔絶された場所になっています。子どもが
助けてと言っても誰も出てきてくれない場所です。高
い塀ではなく，フェンスのほうがまわりからも目があ
り，犯罪もやりにくいのです。木もきれいに伐採され
ているほうが，安全度が高くなります。塀は，一旦中
に入られると泥棒が仕事をやりやすい場になってしま
います。そういう危険性も出てきます。ほかにいかが
でしょうか。
女性）「子どもの横断歩道がない」
　道横断歩道がないので，道のどこを歩いたらいいの
かわかりにくいですね。
女性）「私はこの車が駐車してあるので，連れ込みが気
になりました。」
　車の連れ込みは，奈良の事件の後から，かなり子ど
もたちも認識するようになりました。停まっている車
には，急にドアが開いて連れ込まれないように気をつ
けましょう。離れて歩くように言ってください。また、
この道は曲がっているので，見通しが悪く，あっちか
ら来る物が見えません。バイクがひったくりをするか
もしれません。人通りがないので人の目による見守り
がないこともあります。また、子どもたちがよく気が
つくのが側溝です。この溝に足をつっこんで怪我が多
いのです。それからよく気がつく子は，街灯が1個しか
ないからこの道は夜，暗くて危ないのではないかとい
う意見を出します。小さい子や小学生の子どもと一緒
にやる時は，みんなが答えたいので，ハイハイって手
を挙げてくれます。順番に当てながら，そうだねそう
だねっていうふうに，みんなで話し合いましょう。そ
ういうチャンスを作るのに，この絵はとても有効だと
考えます。
　先ほどの犯罪が起きやすい場所を教える時にも，こ
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の図は使えますが，その時には，小さい子にもわかり
やすい方法があります。「もしこの道でかくれんぼをす
るとしたら，どこに隠れる？」というふうに尋ねると，
入りやすくて，見え難い場所が全部出てきます。
　車と車の間，塀の向こう，木がいっぱいあると隠れ
やすい，カーブだと見え難いから隠れられるなどいっ
ぱい出てきます。そういう隠れやすい場所は悪い事
をしやすい場所で，悪い人が隠れやすい場所だから，
ボーっとして道を歩かず，道を曲がった時は，パッと
先を見てごらん，先を見てそういう隠れやすい場所が
ないか探してごらん，見つけたら両手を広げたぐらい
離れて歩こうという話をします。
　急に手を引っ張られたりしないように，意識をして
歩いくということが大事です。できるだけ安全な道を
選ぶ力をつけることがとても大切なことですが，どう
しても危ない道を歩かないといけない子は，この道は
隠れやすい場所が多い危ない道だから気をつけて歩こ
う、というふうに認識してくれれば違ってきます。
　放っておくと、子どもをまわりにあまり注意を払わ
ないものです。前方はあまり見ていないし，後ろで物
音がしても振り向かないことが多い。ですから意識を
して歩くということを教えます。ただ交通事故に遭わ
ないようにしっかりと指導する必要があります。それ
から、実際に道でかくれんぼをしてはいけないと話し
ておいてくださいね。
　シーン2の公園ですが，これは隠れる場所が多いとい
うことで，A の公園の方が安全度は高いのです。ゴミ
が散らかっている公園，落書きが多い公園，そういう
公園は危険度が高くなるので注意します。町歩きをす
ると，公園にもそういう場所があることがわかります。
トイレの影にタバコの吸殻がいっぱいあるとか，そう
いうことに気づくと，ここは悪い事がしやすいね，じゃ
あいま片付けようとなるのです。
　子どもたちは素直なので，すぐに片付けたくなり、
それができれば自分が役に立ったと喜びます。それが
町歩きするいいところです。
　シーン3のエレベーターは，これはどこに立つのが1
番いいかというと，C の位置に立つのが正解です。先
ほど両手を開いたぐらい離れてねといいましたが，離
れられないのがエレベーターで，密室になってしまい
ます。また，学者の方と相談しましても，エレベーター
に1人で乗る時，どうすれば安全か，しょっちゅう聞か
れますが，正解は「1人で乗せるな」になります。そう
はいっても乗る事もあるので，何ができるかというと，
C の位置に立って逃げるチャンスを増やせるように，
すぐにボタンが押せる場所に，それから後ろから急に
襲われることが多いので，背中を壁に付けて立つとい
うようなことを話します。
　A の場所がなぜ悪いかというと，ここは90度の角度

しかない場所で，押さえ込まれると一番逃げにくい場
所です。痴漢が電車で起きやすいのも同じような場所
です。ドアを入ってすぐの椅子のところについ立ちた
くなりますが，ここも90度なので押し付けられて痴漢
にあいやすいのですね。
　人がいても，すみっこはそういう危険性があります。
ドアのまん前ですが，あらゆるドアは過信してはいけ
ないと教えます。ドアの事故は多いです。電車でさえ，
時々走っている途中に開いてしまうようなことありま
すから，ドアのまん前には絶対立たせないという習慣
を身に付けさせてください。
　あと，近寄らせないっていうのも大事です。ドアに
指を挟まれるのは，真ん中に挟まれるだけじゃなくて，
戸袋の方に引き込まれる，あと洋服も引き込まれるこ
とがあります。洋服に紐がついていたりすると，引き
込まれたりする事がありますので，そういう注意も一
緒にすることが大事です。ドアに注意って，かわいい
シールがエレベーターに貼ってあったりしますが，大
人の目の高さにくまちゃんの絵が貼ってあったりしま
す。子どもは下から90センチ位のところに貼ってほし
い。そうすれば小さい子も見えます。
　危ないと思う場所，危険な場所に絵を描いて貼ると
か，そういうような事をしながら，身近なところで経
験をさせながら，外でも対応できるようにしていただ
きたいと思います。

<「イカのおすし」>
　「いかのおすし」は，警視庁が考えた教え方です。

「知らない人についていかない」「車に乗らない」「大声
を上げる」「すぐ逃げる」「知らせる」
　知らない人にというのがポイントで，ちょっと前に
しゃべった事があるだけで知っている人だと子どもは
認識します。お友達のお父さんだったりすると知って
いる人になってしまう。前もって約束をしていない人に
ついて行ってはだめだよというふうに教えてください。
　大声を上げるですが，警察では「助けて！」と言う
ように教えています。これもいろんな所で教えている
と，でもいざという時に大声なんか出ませんよと言う
方がいますが，確かに出にくいのは本当ですが，いざ
という時に出ないからやらないのと，いざという時に
出しにくいからできるだけ出るように稽古するのとで
は，子どもの育ち方が全然違うと思っています。
　毎日大きな声で挨拶して，大声を出せるようにしよ
うという励まし方をしてもらいたいと思います。ひと
つコツがあって，目で睨みつけられると体が硬くなっ
て声が出にくくなるが，目線を少し相手の目から肩ぐ
らいにはずすと声帯が開くので声が出しやすいのです。
高学年には教えると良いと思います。このように防犯
には，これさえやれば絶対大丈夫という特効薬みたい
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なものはないですけれども，小さな工夫を積み上げて
安全度を上げていき，一緒にがんばり，考えるという
形で，包容力をもって子どもたちを見守っていただく
ことが一番だと思っています。

　防犯 YES/NO クイズをご覧ください。盲点になると
ころをまとめたクイズです。
　1番，子どもの連れ去り事件・連れ去り未遂自然の
90％以上が1人でいる時に起きている。これは NO です
ね。90％というのは多すぎです。70％ぐらいではないか
と思います。しかし1人でいる時が圧倒的に狙われてい
るということは，やっぱり再確認しておかないといけ
ません。なぜ1人でいると狙われるかというと，犯罪者
は基本的に捕まりたくないから，見られたくない，そ
こで相手が1人の時が好都合ということです。ここで気
をつけなくてはいけなのは「1人になってはだめ」ばっ
かり言っていると，じゃあ3人だったらいいのかという
ふうに思ってしまう子どもがいるということです。渋
谷で小学校6年生の女の子が，4人拉致監禁された事件が
ありましたが，1人じゃ行かないようなところも，3・4人
ならいいか，大丈夫だねというふうになってしまうこ
とがあります。油断してはダメだということです。
　私はよく高学年に「夜に慣れるな，大人をなめるな」
と言っています。犯罪者は本当にうまく考えてくるの
で，最初は3人で呼ばれても，ここから1人ずつ写真撮
るから，こっちに1人ずつ順番に来てねって言われたら，
簡単に3人ばらばらにされちゃうのです。そういうこと

を注意しておく必要があります。
　2番，路上駐車の多い道は，人目が多いので，安全度
が高い。ところが子どもは車がいっぱいあれば人が多
いからきっと安心だろうって思ってしまうことがあり
ます。路上駐車を許している，通報されない道は関心
度が低い，まわりの人の関心が低い所だから，危ない
と教えてください。
　3番，ひったくりはほとんどの場合，うしろから来る。
YES です。これは見られたくないからです。最近は自
転車の性能がよく，近くまで来ても音がしないのです。
以前は自転車やバイクが来ていたらすぐ気をつけてと
言っていたのですが，最近は音がしないのでわかりま
せん。対応策は，できるだけ安全な道を選んで歩く，
また危ない道を歩かなければいけない時は，最初から
かばんを車道と反対側に持つことです。海外では前に抱
えて持つことが１番奪われない方法と言われています。
　自転車に乗ってる方は手を挙げてください。多いで
すよね。その前かごにひったくり防止カバーをつけて
らっしゃる方手を挙げてください。多いですね，あり
がとうございます。ひったくり防止カバーをつけてい
ると99％ひったくりに遭わなくなるといわれています。
　4番，自転車に乗っている時は，チカンに合う心配は
ない。YES だと思う方はパー，NO だと思う方はグー
を挙げてください。皆さんグーですね。これが，子ど
もに聞くと中学生ぐらいでは半々になります。チカン
に遭わないと思っている子が半分もいるのです。自転
車に乗っているとスピードがあるから大丈夫だと思っ
ていますから，自転車に乗っている中学生はとても心
配です。クラブや塾で中学生ぐらいになると遅くなり
ます。自転車に乗っていると，両手が塞がっているの
で，胸を触られたとかそういうことも多いです。ひど
い場合は車ごとぶつけて，自転車を倒して，病院に連
れて行ってあげるからと連れ去ったり，お家に連れて
行ってあげるからと連れ去ったりっていう例もありま
す。自転車に乗っていても，歩いていても注意しなく
ちゃいけないよと教えてください。
　5番，夜道を歩くときは，どこを歩いているか。携帯
電話で家族に話しながら歩くと良い。「ねぇ今，コンビ
ニのところ」などしゃべりながら歩くという教え方を
している家庭もおありかもしれません。これが良いと
思う方はパーを挙げてください。良くないと思う方は
グーを挙げてください。ここは皆さんグーでしたね。
これはいつも半々になりますが，まだわからない人が
多いようです。携帯電話を使っていると，まわりの気
配に気付きにくくなりますから，携帯は歩きながら使っ
てはいけません。使う場合は、人のいる事故にあいに
くい場所で連絡するように指導してください。携帯電
話の長所、短所については、よく話し合ってくださいね。
　6番，大通りを1本入ったところにある道は，犯罪が
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起きやすい。YES です。逃げやすいからです。人に紛
れて逃げやすい，1本入った道は暗くて人通りが少ない
ことが多いですから，犯罪が多くなります。同じよう
に警察の管轄が違うところ，境目ですね，ここでは犯
罪が起こりやすくなります。反対側に逃げれば追いつ
きにくい。3つが重なっている所は，特に危なくなりま
す。どこかに逃げたかわからないだろうと思うからです。
　7番，防犯ブザーはすぐ鳴らせるように，ひもで首か
らかけておくと良い。YES だと思うかたはパー。NO
だと思う方はグーを挙げてください。これは分かれま
したね。これは NO のグーが正解です。防犯協会も，
ひもで首からだけはかけないでと言っています。どう
してかというと，子どもにひもは危険度が高いからで
す。活発に動きますから，どこかにひっかかって窒息
する可能性が出てきます。簡単に取れるように細工さ
れているといわれるかもしれませんが，細工されてい
ない物もあります。
　8番，公園のトイレは，入口近くにある方が，奥にあ
るより安全度が高い。これは YES です。出入り口のあ
たりは人から見られる場所になります。それで安全度
が高いのです。公園の奥の方にトイレがあると，トイ
レに行こうと思っただけだよと不振な人がウロウロし
ても，理由付けができるのです。
　学校などでも同じです。不審者進入の事例は，「受付
がどこかわからなかった」とか「トイレを借りようと
思った」という言い訳ができると思ったら入ってくる
といわれています。言い訳できないようにしておくと
いうのが大事です。出入り口を1か所にして，ここは子
どもの施設ですので，それ以外の方はご遠慮ください
とはっきり書いください。
　9番，エレベーターで怖い思いをしたら，できるだけ
早く降りて上に逃げる。NO です。上に行くと屋上に追
い詰められることがあるからです。また、人に会いに
くくなります。
　10番，目的地までいつも車で送迎しているので，防
犯は完璧だ。YES だと思う方はパー。NO だと思う方
はグーを挙げてください。防犯は完璧ということはあ
りえません。残念ながら私が今お話してきた話は，基
本的に捕まりたくない人の話をしましたが，最近は捕
まりたかったとか，死刑になりたかったと言って犯罪
を犯すような人もいます。完璧というのはありえない
のです。保護者の方は「どうしていいかわからない」
と言われます。その場合、何が心配か書くように言っ
てみてください。私たちは「不安の棚卸」と言ってい
ますが，不安な事を書くと頭が整理できます。その横
に自分で何ができるか書いて，自分ができなくても誰
かに何か頼める事を書いてみて，というふうにみんな
で話し合うと，問題が具体的になり，1つでも何か実際
に対策が取れれば自信がついて不安は小さくなってい

きます。
目的地まで車で送迎は悪くないですが，同乗している
時はまわりを見ないものです。どこが危険かなどもわ
かりません。事件の例を調べていても，その日だけお
祖母ちゃんが迎えに行けなかったとか，この日だけ友
達が早退したとか，そういう時に犯罪に遭っているこ
とが多くなっています。普段からできれば歩いて，ま
わりを一緒に見ながらと話し合うことを大事にしてほ
しいと思います。
　黄色いパンフレットの裏側も見ておいてください。

「10分ください！運動」って言っているのですが，例え
ば1年に1度だけ防犯訓練をやるより，何かあった時，
何かあって集まる集会のある時に，子どもの危険につ
いて話し合いましょうという時間を10分でもつくって
もらえば，何度も思い出す事ができます。皆が考える
機会を作っていただくといいと思います。今日はパン
フレットとかいろいろお持ち帰りいただきますので，
その10分に，皆様が先生になって，また違う人に広め
てください。そうすると，子どもたちの安全度が高く
なっていきます。皆様にはこれからもご活躍いただき
たいと思います。私たちの研究所はインターネット上
にありますので，何かあったら覗いてみてください。
　京都の子どもたちが，これからも大きな事故や事件
に遭わないで，すくすく大きくなられることをお祈り
して，また皆様のご活躍がこれからもますます強まる
ことをお祈りして，私のお話は終わりにさせていただ
きます。ありがとうございました。
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第2回　京都市スクールガード養成講習会
無理なく「見守り活動」を継続させるためのヒントがここにある!!

日　　時　　平成19年10月26日 ( 金 )　午後3時から午後5時まで

会　　場　　ルビノ京都堀川　(京都市上京区東堀川通下長者町下ル )

主　　催　　京都市教育委員会

共　　催　　京都市子ども安全会議

対 象 者　　見守り活動等を行っているスクールガードの代表及び教職員

参加人数　　230名

内　　容　　実践発表

　　　　　　　　正親小学校 学校安全主任	 田中　秀樹

　　　　　　パネルディスカッション

	 　テーマ「地域安全マップの充実と子ども安全」

	 　・コーディネーター：	 同志社大学大学院 教授	 谷口　知弘

	 　・パネリスト：　　(学校 ) 	 山ノ内小学校 教務主任	 久保　賢洋

	 　　　　　　　　　　(地域 ) 	 上京平安レディース	 麻田恵美子

	 　　　　　　　　　(ＰＴＡ ) 	 洛央小学校PTA	 駿河　悦子

	 　　　　　　　　(関係機関 )	 右京警察署 生活安全係長	 杉野　孔明
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実　践　発　表
正親小学校 学校安全主任　田　中　秀　樹

　正親小学校で学校安全主任をしております田中です。
今日は，正親小学校で昨年度，今年度取り組んできた
学校安全に関しての学校での取組，それから地域の皆
さんのご協力を得て，子どもたちが安全な学校生活あ
るいは地域での安全な生活が送れるように取り組んで
きたことの報告をさせていただきたいと思います。
　地域ぐるみの学校安全の取り組みというタイトルを
つけさせていただきました。正親小学校は明治2年8月
に上京区の十番組小学校として開設されました。校区
は，北は一条通りから南は下長者町通り，東は松屋町
通りから西は千本通りまでです。昭和32年頃には千名
あまりの児童が在籍していましたが，現在は147名とい
う規模の小学校です。本校の特色としては，地域の方々
の子どもの安全を守る活動という家族的な雰囲気の中
で活発に行われており，学校・保護者・地域の連携は
ますます深められ，精神教育の発展に向けて一丸となっ
て取り組んでいます。
　本校では学校の教育目標を次のように定めておりま
す。「正親勇」の心を基盤にしながら，明るくたくまし
く伸びる正親の子，正直親切勇気という心を根底にす
えながら正親の子どもたちは心身ともに明るくたくま
しく大きく伸びていってほしいという願いを込めて，
この目標を掲げています。そして活動場面での具体的
な子どものイメージを思い浮かべながら，子どもの目
指す像を「自ら学びあえる子」「互いに高めあえる子」「健
康な子」としています。
　これら学校教育目標，それから目指す子ども像を踏
まえながら，さらに学校安全教育の面からは，子ども
たち自ら危険に気付き，安全に行動する子どもという
ふうに考えています。そして，子どもたちの発達段階
にあわせて，低学年では「自分自身の安全に気をつけ
て行動できるように」，本校では育成学級の子どもが中
学年におり，育成学級と中学年では，「危険を感じ，安
全な行動ができる」，そして高学年では「安全について
注意し，周りの人に対しても喚起できる」というふう
に発達段階に分けて目標を定めています。
　私たちは自ら危険に気付き，安全に行動するという
この安全目標に近づくために，次のようなことを考え
ています。
　学級での指導だけではなくて，低学年，中学年，高
学年の活動や縦割りの活動を効果的に取り入れること
によって，集団の一員としての自覚が高まります。上
級生を信頼する気持ちや，下級生をいたわり責任を持っ

て行動するが培われ，安全に対する意識が高まるので
す。
　2つ目として家庭や地域との連携を密にすることに
よって，個々の児童の課題について学校と家庭そして
地域が協力して取り組むことにより，生きる力を向上
されることができるのです。学校教育として私たちは
年間計画による安全指導，学級活動あるいは朝の会や
帰りの会などの毎日の指導，必要に応じた適宜の指導，
安全ノートの活用，体育や理科など各教科領域での安
全指導や安全学習，そして環境整備や安全管理に取り
組んでいます。
　学校教育の主な柱は，学級活動における安全指導と
考えています。これは主に安全ノートを使って指導し
ています。毎月各学年共通のテーマを設け，学校の行
き帰り，遊具の使い方，自転車の乗り方，地震のとき，
校外の安全，避難訓練，道を渡るとき，自転車と自動
車と人，校内の安全，交通安全の面あるいは校内での
遊び，防犯の面，自然災害における安全指導を行って
います。
　さらに，上京警察署の協力を得て，防犯についての
訓練の他，光化学スモッグ注意報 ･ 警報の発令時や地
震発生時・火災発生時の避難訓練も行っています。
　学校現場で大切なことの一つとして，ここに挙げま
した環境整備が挙げられると思います。本校では昨年
度，廊下のセンターにこの写真では真ん中の白い丸が
描いてありますが，センターに白いペンキを使って目
印を，教職員が汗をいっぱいかきながら描きました。
これは廊下の右と左を子どもたちが意識できるように
という狙いです。右側通行を意識してほしいと我々教
職員は思っていますが，なかなか子どもたちは右を意
識しませんし，廊下も走ります。そういう状態ですが，
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とにかく環境整備をしていこうという思いからです。
また「静かに廊下を歩きましょう」「右側を歩きましょ
う」などパネルを掲示します。さらに子どもたち自身
の安全に対する意識を明確にするために「僕・私の安
全宣言」ということで，ひとりひとりがカードに自分
自身の目当てを記入して廊下に掲示しました。いくつ
か紹介しておきたいと思います。
　交通安全の面ではある子どもは「わたしは信号が青
になっても右左を確認します」と書いています。「自転
車に乗る前には自転車をチェックします」「路側帯の中
を歩きます」と書いている子どもがいます。校内の安
全の面では，「急いでも廊下は右側を歩きます。「正し
く遊具を使って遊びます」「雨の日は廊下を走りません」
と書いている子どももいました。「廊下を雨の日は走り
ません」，よく考えると晴れた日はいいのか？という事
もありましたが，子どもたち自身の意識はとにかく廊
下は走らないで歩きましょうという，そういう目標を
掲げているのだと思います。
　防犯の面では「知らない人の車に乗りません」｢学校
の帰り道道草をしません｣「知らない人と話すときは離
れて話しします」などというのがありました。
　さらには，学校内の遊具で落下事故の多いジャング
ルジム・総合遊具さらに鉄棒の下には安全マットを敷
きました。校内のメインの掲示板には，万が一不審者
に遭遇した場合の対処の仕方がわかりやすく理解でき
るようにと「イカのおすし」という語呂合わせで示し
た言葉を大きく掲示しました。「ついていかない」「大
声を出す」「知らせる」「すぐ逃げる」「不審者の車には
乗らない」を語呂合わせて「イカのおすし」というか
たちで子どもたちに意識化させるようにしました。
　私たちは今まで述べてきたように，子どもたちにい
ろいろな場を通して安全に学校生活を送れるように，
そういう取組を進めてきました。しかし近年，学校へ
の不審者の侵入や，子どもたちの誘拐など，子どもた
ちの命さえも脅かす事件が増加しています。交通事故
も依然として多く発生している状況にあります。そこ
で私たちは学校教育においてはもちろんのこと，地域
ぐるみの学校安全として取り組んでいかなければなら

ないと考えます。地域ぐるみの取組によって安心安全
のまちづくりをしていくことが今求められています。
そのためには，学校・地域・保護者・そして関係機関
が連携していく必要があります。
　そこで本校では，ここでも挙げましたように，学校
運営協議会制度を活かしながら，その中の一つの組織
としての「地域ぐるみの学校安全部」を組織していた
だきました。そして，その中で防犯や生活安全，交通
安全の面で取り組んでいただいております。具体的に
地域・PTA の方々の協力を支援として，原則として毎
月1日と15日の安全の日に8時から約30分間の登校指導
をしていただいています。後にふれますが，事故事件
の発生率が圧倒的に多い下校時の校区内をパトロール
する「見まもり隊」の活動，スクールガード・リーダー
の活動，そして警察のパトロールおよび横断歩道での
指導なども実施いただいています。また自転車教室や
交通安全教室の開催などをしています。さらに PTA か
らは，昨年度全校児童へ防犯ブザーを贈呈していただ
きました。また，子どもたちが楽しみながら防犯の学
習ができるようにと，上京警察署の方と我々教職員と
で自作の劇を演じながら，子どもたちの防犯への意識
を高めるような取組もいたしました。
　「見まもり隊」の活動について簡単に報告いたしま
す。子どもたちが安心して安全に暮らすことができる
地域にすることによって，子どもをはじめそれぞれが
地域の一員としての自覚をいっそう高めていくことが
できると考えています。そこで，具体的な取組として，
子ども・地域・正親安全見まもり隊が結成されました。
事故事件の発生が圧倒的に多い下校時の校区内をパト
ロールしていただいています。写真は子どもたちが校
門のところで「さようなら」と挨拶しているところで，
下校指導の場面です。子どもたちも地域の方や PTA の
方に「さようなら」と挨拶をし，見まもり隊の方から
も「気をつけてね」と声をかけていただいております。
　私たちは昨年度安全マップを作ろうという取組をし
ました。安全マップを作っていく上での流れは次のよ
うになります。毎日の登下校で子どもたち自身が気付
いたことをこまめにメモしていきます。学級や町集会
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でそれらをお互いに交流し合います。
　「こども110番のいえ」の訪問。子ども安全パトロー
ル隊を保護者・地域・PTA の協力を得て行い，町グルー
プで安全マップを作成する作業を行いました。その中
でマイ安全マップ，これは自分自身の安全マップです，
それぞれの家庭で活用していただいております。正親
学区安全マップの作成。これについては正親全通学区
の家庭に配布をいたしました。登下校の安全について
の安全指導に，講師として昨年度上京警察の方に加わっ
ていただいき，話をしていただきました。制服のおま
わりさんを前にして，子どもたちはやや緊張気味でし
た。
　この写真は全校児童を町別の小さなグループに分け
て子ども安全パトロール隊を組織し，地域の方々や
PTA の方々そして上京警察署の協力を得ながら，校区
の危険な場所や交通安全にかかわるものについて調べ
たり，あるいは「こども110番のいえ」を訪問して，そ
の家の方の意見を聞き，それらのことを1枚の地図にし
ていこうというものです。
　写真は出発式の様子で，いよいよ子ども安全パトロー
ルの出発になります。地域や PTA の方々と校区の危
険な場所や交通安全にかかわる場所を調べたり，「こど
も110番のいえ」を訪問したりしました。今4人の子ど
もが「こども110番のいえ」を訪問して，いろいろイン
タビューをしているところです。「こども110番のいえ」
を訪ねて，挨拶をし，安全や防犯など気になることに
ついて地域の方からお話をしていただき，それらをメ
モしながら学校に持ち帰って，1枚の地図に仕上げる，
そういう活動を行います。1年生から6年生までの安全グ
ループで，「こども110番のいえ」に行き，いろいろな
質問をしているところです。取材してきたことをもと

に，みんなで安全マップ作りに取り組みます。少しで
きたら，グループで見せ合って確認しあいました。さ
らに相談しあって，修正したり，書き直したりしました。

「こども110番のいえ」を訪問した事や校区で危険なと
ころ交通安全にかかわることを取材したこと，それら
を自分の安全マップにまとめました。地域や PTA の方
からもアドバイスをしていただきました。
　縦割りグループでの学習の様子です。通学路の安全
や安全にかかわる事柄を調べました。それぞれのグルー
プが調べ話し合い，交通の面で危険な箇所，防犯の面
で気をつけたほうがよい場所，その他危険だと思われ
る場所を3つに色分けしてまとめたものが，この「わた
したちの正親交区安全マップ」です。子どもたち自身
の足で稼いできた貴重な情報です。それぞれの家に持っ
て帰るだけでなく，地域の一員としての自覚を一層高
めていってもらいたいという願いも込めて，先ほど申
しましたように正親通学区の全家庭に配布いたしまし
た。
　以上，昨年度そして今年度の正親小学校の安全教育
の取組について報告をさせていただきましたが，これ
で取組が終わったというわけではありません。先ほど
申しましたように，学校 ･ 地域・保護者そして関係機
関が連携して取り組んでいくことが大切であり，その
活動が息の長い取組となるようにしていくことが大切
だと思います。そのためには気楽に，気長に，危険な，
という3つの K。3つのキットを大切にしていくそのこ
とが，今後，大変重要になっていくのではないだろう
かということを最後にお話させていただき，正親小学
校の取組の報告を終わらせていただきたいと思います。
ありがとうございました。



第２章　スクールガード養成講習会の開催

23

①

③

⑤

②

④

⑥



「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」報告書

24

⑦

⑨

⑪

⑧

⑩

⑫



第２章　スクールガード養成講習会の開催

25

⑬

⑮

⑰

⑭

⑯

⑱



「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」報告書

26

⑲

�

�

⑳

�

�



第２章　スクールガード養成講習会の開催

27

�

�

�



「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」報告書

28

パネルディスカッション

司会：京都市教育委員会指導主事 市川
　パネルディスカッションのテーマは「地域安全マッ
プの充実と子ども安全」です。パネラーの方の所属と
お名前をご紹介させていただきます。学校関係を代表
して京都市立山ノ内小学校教務主任の久保賢洋先生
です。次に PTA 関係を代表して京都市立洛央小学校
PTA の駿河 悦子様です。地域の方を代表して，先ほど
実践報告していただきました正親小学校区にお住まい
の上京平安レディース代表麻田 恵美子様。最後に関係
機関を代表して京都府警察右京警察署生活安全係長の
杉野 孔明様です。このパネルディスカッションをコー
ディネートしていただきます，同志社大学大学院教授
の谷口 知弘先生です。
　それでは先ほどの赤と青のカードと付箋の方の使い
方も含めまして，谷口先生の方にマイクをお渡しした
いと思います。よろしくお願いいたします。

コーディネーター：谷口
　（同志社大学大学院教授）
　本日のパネルディスカッションのコーディネーター
を務めさせていただきます同志社大学の谷口です。資
料の中に，黄色い付箋紙がついた紙をお取りください。
まずこの紙を見ながら，今日の趣旨そして進め方を簡
単に説明させていただきます。上から順に，今から第2
部パネルディスカッション地域安全マップの充実と子
ども安全スタートです。このパネルディスカッション

を通じて，皆様に持ち帰っていただきたいことを書か
せていただきました。大きくそれぞれ皆様学区から出
てきていただき，各学区で子ども安全活動を実際にす
すめていただいている，そしてこれからもすすめられ
るという，その上でいろいろなご苦労もありますが，
今日この会場で出た意見を聞いて，なんとか乗り越え
て頑張っていこうという元気を感じて帰っていただけ
たらというのが一点です。
　もう一つは具体的に役立つ知恵や工夫を，今日はで
きる限り具体的な話を皆様と一緒にしていきたいと思
います。一つでも二つでも明日からでも，うちの所の
地域でもできる知恵，工夫を持ち帰っていただけたら
と思っています。
　具体的には，大きく2つに分けておりまして，まず1
つは地域の安全マップを充実していくためにどうした
らいいかという事。そしてもう1つは子どもの安全に関
わる活動全般について，特に継続，先ほど田中先生か
らもお話がありましたが，息長く続けていく，そのた
めにはどうしていったらいいのだろうというあたりで，
皆様からご意見ご質問を含めて進行していきます。ま
ず私が趣旨の説明をし，その後，パネリストの方4名の
自己紹介と活動の紹介をしていただきます。そして3番
目で地域安全マップについて，4つ目に子ども安全活動
にかかわる全般についてお話をいただき，最後に皆様
からの質問や提案の紹介と意見交換もしたいと思って
います。
　そこで登場したのが黄色い付箋紙です。四角の枠の
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中を見ていただきますと，付箋紙に質問や意見を記入
して，そして皆様もこのパネルディスカッションにご
参加くださいという呼びかけがかいてあります。知恵
や工夫を持って帰るといいましても，パネリスト4名そ
れぞれの地域でいろいろな工夫をされておられますが，
やはり4人よりも会場にいらっしゃる約200名の方の知
恵を足したほうが良い知恵や解決のアイデアが出てき
ます。記入にはいくつかのルールがあります。4～5枚そ
れぞれ貼られていると思いますが，1枚に1つの事を書い
てください。例えば1枚に安全の事それから活動全般の
事を書いたら，皆さんから見て左手に，模造紙が3つ貼っ
てありますが，分けて貼っていこうと思っています。
一番右から地域安全マップについて，真ん中が子ども
の安全活動全般について，一番左がその他お気づきの
点を出していただこうという趣向です。1枚に2つの事を
書いていただくと，鋏で切って切り離して貼らなけれ
ばいけないことになります。
　もう1つ道具を用意しましたが，赤と青の画用紙が袋
に入っています。皆様がどういう気持ちで活動されて
いるのか，全体でわかりたいと思い，YES，NO ゲーム
をはさんでいきます。YES が青で NO が赤です。今日
はいい天気である。皆様まじめですね，青が一枚もあ
りません。そういうふうにやっていきます。

　まず最初に YES，NO ゲームで皆様がどのような気
持ちで関わっておられるかお聞きしていきたいと思い
ます。それぞれの学区から PTA の方，地域の方，学
校の先生方に来ていただいていますが，ご自分の地域
は子どもたちにとって安心安全な地域である，YES か
NO か。まわりがどんな色の具合か，写真に撮ってお
いてください。予想が外れたといいますか，悲しい事
件があり，その直後は危機感が募っているはずですが，
危機感がほとんど出ていないようです。活動されてい
る皆様の状況は「YES」，安全であるが多かったです。
解釈はいろいろありますが，活動の実績の裏付けとし
てシンポジウムを進めます。
　各パネリストの方に自己紹介と簡単にどのような活
動をされているか，併せてご紹介お願いします。

久保 （山ノ内小学校教務主任）
　山ノ内小学校に勤務しております久保です。本校は
東西を西小路通り，天神川通り，南北を四条通りと御
池通りで挟まれています。児童数は約400名。人口は校
区内9千人といった校区です。今年で勤務7年目です。
昨年度までほぼ毎年，学校安全主任をして，今年から
教務主任として勤務しています。
　本校は一昨年の平成17年度に地域の方々と共に地域
ぐるみ通学路総点検というのを行い，そのあと安全マッ
プを作成する活動に取り組みました。今日はその活動
を振り返りながらディスカッションに参加させていた
だこうと思っています。

駿河 （洛央小学校 PTA）
　洛央小学校 PTA の駿河です。洛央小学校は3年前に
安全マップを作成し，その当時の地域委員の方が作っ
たものを私は2年前に地域委員をやり，そのマップの更
新をなるべくスムーズに子どもたちにわかりやすくよ
り良くしようという活動をいたしました。今日は自分
のした事について，お話できればと思っています。

麻田 （上京平安レディース）
　麻田です。私は上京の平安レディースのリーダーを
務めています。平安レディースとは，防犯推進委員の
女性のみで結成された団体です。女性の視点から私た
ちの町の安心安全の見守りの活動を行うことを目標に
行っています。
　具体的には，4月には小学校へ出向き，新1年生に対し
て防犯教室として誘拐防止のお話をしています。子ど
もたちには PR しますが，「イカのおすし」とか，そう
いう類の事を，小さい子どもたちに細かくわかりやす
く指導しています。また「見まもり隊」の一員として，
登下校のパトロールまた校門での立ち番などさせてい
ただいております。
　今日は私たちがしていることを皆様のお役に立てれ
ばと思って参加させていただきました。

杉野 （右京警察署生活安全係長）
　右京警察署生活安全係長の杉野です。私は警察官で
す。私は警察官を拝命して約30年になります。私が拝
命した頃には，小学生に行って話しをするということ
はありませんでした。それだけ治安が悪くなったのか
なと思います。警察が小学校まで行っていろいろな防
犯訓練をしなければならない時代はなくなってほしい
というのが本音です。
　しかし現実は防犯訓練に学校に赴いたり，児童の誘
拐連れ去り等声かけをふくめて防犯指導をしたり，ま
た PTA の方の護身術という教室を開いたりと支援をし
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ています。私どもそれぞれの警察署に防犯推進委員連
絡協議会というのがございますが，その事務局が生活
安全係なので，活動に支援が必要であれば，声をかけ
ていただければ警察署で支援ができるのではないかと
思っております。
　警察といえば敷居が高いと思われるかもしれません
が，今は非常に敷居が低くなっています。まずは各警
察署の生活安全係に足を運んでください。

コーディネーター：谷口 
　これから4名の方と会場の皆様とご一緒に安心安全の
活動について考えていきたいと思います。それでは地
域安全マップの充実ということについて話を進めてい
きます。ここでもう1回 YES，NO ゲームをさせてく
ださい。安全マップの話をするので，どの程度作って
おられるかお聞きしたいと思います。自分の地域では，
地域安全マップを作っている。YES か NO か。作って
いないのが悪いというわけではないので正直に !8割が
作ってらっしゃいますかね。同じ地域の方が並んで座っ
て，なぜか違う色が出ているという不思議な現象もあ
りますが… 　ではこれから地域安全マップについて，
充実のためにまずはどのようにしていけばいいのかを，
まずはパネリストの方からお話いただきたいと思いま
す。作成していく上でどのような苦労や課題があった
のかという事についてまずお聞きし，その次に課題や
苦労をどういう知恵や工夫で乗り越えたか，もしくは
こんな成果が出たよという話をお伺いしたいと思いま
す。まず久保先生からお願いします。

久保 
　YES，NO ゲームを見させていただきました。ほとん
どの地域が青色 (YES) でしたので，私の話は果たして
どれだけ役に立つのか，むしろ教えていただきたいと
いう感じで見させていただきました。本当に初歩的な
ところからですが，まず一昨年度，安全マップを作ろ
うとなった時です。まず誰が作るのか，どうしたらい
いのか。一昨年度，ご存知のように広島や栃木でいろ
いろ子どもを巡る非常に悲惨な誘拐事件と殺人事件が
起こりましたので，危機感は持っていたのですが，で
は誰がどのようにしてつくるかとなった時に「は？」
というところでした。それをどうして乗り越えたかと
いうところを，少し思い出して話をさせていただきま
す。

コーディネーター：谷口 
　確かに危機感があって作ったらいいのはわかってい
るが，実際，誰が動いてくれるのかというのはどこの
地域でも悩みとしてあるかと思います。

駿河
　私どもは，3年前に校長先生の方から地域委員さんに
安全マップを作ってくれないかという話があり，校長
先生ともお話をして，月1回やられている地域パトロー
ルの結果をどうにか集計し，いいものを作っていこう
という形で作っていきました。
　洛央小学校は7学区が統合した校区が広いところで，
集団下校が15ブロックに分かれています。こちらをみ
んなで確認し，作り上げて，子どもたち地域委員先生
がパトロールをしてそれを確認して最初のマップを
作っていったということになります。具体的な方針に
ついてお話できたらと思っております。

コーディネーター：谷口 
　誰が，という久保先生の問いに対して答えが出たよ
うですが，地域委員というと PTA の方が中心になって
作られたということですね。それと，更新をどうするか，
これも1回作ったら終わりというものではないようなの
で，そのあたりもひとつ課題として出てきたかなと思
います。

麻田 
　正親学区の安全マップは，先ほども見ていただいた
ような経過で作られましたので，完璧とはいえないと
思いますけれども，私は子どもたちが中心になって作っ
たということが素晴しかったと思います。5～6年前にな
りますが，私たち平安レディースと警察の生活安全課
の方達と協力しまして，あんな大変なマップではなかっ
たのですが，「こども110番のいえ」がどこにあるかと
いう簡単なマップを作って，小学校へ持っていって掲
示させていただきました。それは果たして子どもがき
ちんと見てくれているかな，防犯教室で行くたびに，
私たち平安レディースは話をさせてもらいましたけれ
ども，ちょっとそういう不安がありました。この度私
たちも一緒に地域の一員として子どもたちと参加して，
子どもたちの目から見た危険な場所とか，交通の危険
な箇所，子どもの目と大人の目でみるのは違うんです
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ね。そういう所へ来た時，「こんな所が危ないと思うの？
　でもこっちの方も気をつけないといけないよ」とい
う言葉をかけることもできましたし，去年は西陣警察
署のお巡りさんも一緒に歩いてくださいました。交通
標識についても子どもたちに一つ一つ丁寧に説明して
いただきましたので，子どもたちも作るうえで実感が
あったのではないかと思います。そういう意味では地
域と警察と子どもが一体となって作った安全マップは，
全家庭にも配布しましたし，きっと安心安全の街づく
りにはすごく役立っているのではないかと思っており
ます。

コーディネーター：谷口 
　平安レディースでは大人の方が中心となって安全
マップを作った。でもそれを実際に見てくれているの
か不安があったけれども，先ほどご紹介いただいた正
親小学校では子どもたちも一緒に地域と警察で作った
ということで，その不安がみんなで一緒にやるという
ことで1つ解決できたというお話ではなかったかなとい
うふうに思います。
　久保先生，誰がどうしてというあたりはどのように
して解決されたのか，お話を聞かせていただけますで
しょうか。

久保
　正親小学校さんが話されましたが，大人がやっても
意味がないなということで，ではもう子どもたち全員
でやろうと，ところが400人全員でやるとなかなか難し
いので，そこで町別児童会です。すると全校児童を網
羅できます。ご存知のように小学校は1年生から6年生
まで5年間隔離れている子どもたちがいます。1年生も主
体的に活動させよう，してほしいと，6年生5年生の高学
年だけではなく，1年生からも活動させたいと思ってい
ました。いきなり安全マップはどうしようもないので，
まず安全マップを作るための情報が必要だろうという
ところで平成17年12月，寒い時期でしたが，集団下校
を利用してみんなで下校しながら通学路を総点検しま
した。そこにはもちろん子どもたちだけではなく，町
別担当の教職員，それから町会長と地域の方々，自治
会連合会の力で山ノ内児童安心安全見まもり隊，赤い
帽子をかぶった赤帽の監視ボランティア，見守りボラ
ンティアとも呼んでいるんですが，700人体制で平成13
年度から組織していただきました。その方々も来てい
ただき，総勢500名を超えるようなかたちで通学路総点
検をして，どこが危険なのかを，1年生なら1年生の目線，
6年生なら6年生の目線で見ようじゃないかということ
で，集団下校をして総点検をしてみました。全校児童
で実施をしました。地域全体で協力していただき，子
どもを中心主体にしながら大人がバックアップをする

というかたちで，まずマップ作りの前段として通学路
の総点検をやらせていただいたという次第です。

コーディネーター：谷口 
　大人だけではだめなので，子どもと一緒にというこ
とで，そこに地域の方も非常に積極的にご協力された
というかたちでしょうか。駿河さん，どこでも悩んで
おられる更新についてもお話をお聞かせ願えますで
しょうか。

駿河 
　洛央小学校の安全マップというのは非常に大きくて
2×3ｍぐらいの大きさで，玄関のホールに置いてあり
ます。子どもたちは自分の家がどこにあるかとか，目
印がいろいろあり，それを新しく追加したりというよ
うな作業を初年度やっていたと記憶しております。最
初の初年度のマップは地域委員の方・子どもたち・先
生で保護者が地域パトロールって月1回4ブロックに学
区を分けまして30分ぐらいパトロールをして危ない所
をマップにチェックして持ち帰ってくる事があり，そ
れをずっと行っていました。それを反映するかたちで，
最初は交通安全が非常に重視されていて，危ない所の
写真を撮る，ここが危ないよと A4ぐらい写真を貼って，
子どもたちに注意を呼びかけます。わかりやすいイラ
ストとか「こども110番のいえ」とか五条警察署である
とか，そういうかたちで子どもたちが見やすいものを
作っていました。私たちは校長先生にこれを継続して
ほしいと地域委員として言われ，また新たに写真を撮
りに行こうかどうしようかという話をしていました。
地域委員に出席してくださる方が全員というわけでは
ありませんでしたので，今まであった地域パトロール
という情報をもとに更新していこうと，そう基本的に
考えました。それで，交通安全主体のところから，洛
央学区は非常に校区も広く，交通量が多くて路上駐車
駐輪が多いという交通安全面と，工事現場が多いので
大型の工事車両の出入りが多い，あと不審者による声
掛けも起きています。そこで交通安全重視から様々な
情報を大きなマップの中に盛り込んでいきたいと考え，
ちょっと見づらいと思うのですが「危ないよ」「車がた
くさん通るよ」というマークを作り，切り取ってマッ
プに貼り付けるという作業をしました。「声掛け」と書
いてあるのは，お友だちが知らない人に声を掛けられ
た場所だよということで，注意を促そうとこのマーク
を切り取って，警察から学校に不審者情報が来るので
それを貼っていくという形です。また月に一度地域パ
トロールをしているものですから，工事現場がなくなっ
たり，コンビニがなくなったら路上駐車がなくなった
とか，いろいろ変わるものも順次更新して貼り変えて
いくというかたちにしました。
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　「こども110番のいえ」は緑の旗のステッカーを貼っ
て，コンビニと公園をマップに追加で載せました。コ
ンビニを載せたのは，「こども110番のいえ」もたくさ
んありますが，普通のお家は玄関が閉まっていること
もあります。コンビニがなっていると，何かあった時
に子どもたちが駆け込んでいける場所ということです。
コンビニは子どもたちにとって身近で目印にもなるし，
逃げ場にもなると考えたのです。コンビニもたくさん
ありますので，それを載せて子どもたちに注意を喚起
しました。労力を最小化して，更新を定期的にしよう
ということで，現在ある状態を活用するというかたち
で，いちいちマップを描きかえるのではなくて，貼り
かえるという作業で更新をするようにしました。

コーディネーター：谷口 
　初回作った時と同じことをするのはいろいろ大変で，
できる限り少ない力でよりよいものを作る工夫そこに
知恵をたくさん出されたということと思います。その
知恵の中には最初は交通安全のためのマップだったけ
れども，そこに防犯のための要素を盛り込まれました。
正親小学校も同様に防犯だけではなく交通安全とセッ
トで作られているということです。息長く続けていく
ためには，防犯だけではなく交通安全という取り組み
とセットで安全安心ととらえてマップを作成する活動
をしていただくというのもひとつあるかなというふう
に思います。
　マップ作りの内容で気になったところが1点ありま
す。どういう視点で地域安全マップを作るかというこ
とですが，これは多分，この講習会で横矢先生も講演
いただいていると思いますが，犯罪が起こりやすい場
所はどこかという事をマップに落としていきましょう
ということです。不審者がどこに出たという不審者マッ
プや，ここで犯罪が発生したよという犯罪発生のマッ
プ，これは大人にとっては非常に注意する上で有効で
すが，子どもたちはそれで覚えてしまいますと，学区
の中だけで子どもたちは生活をしているわけではない
ので，一歩学区の外へ出た時に，不審者はどこにもい
ない，犯罪はどこでも起こっていないということになっ
てしまいます。犯罪の起こりやすい場所はどこなのか，
よくいわれるのは入りやすく見えにくい場所，そうい
う場所がどこであるのかということを子どもたちと一
緒に考える，子どもたちに教えていくということがこ
の地域安全マップの活動においては重要だと言われて
います。
　それともう一つ誰が作るかというところでは，久保
先生の山ノ内小学校では，子ども・地域・先生方ご一
緒に作られた。それから洛央小学校では PTA の方が中
心になって作られた。正親小学校は，学校 ･ 地域 ･ 子
どもたちそれから警察も加わって作られたということ

です。子どもも含めて多くの方が関わって作られるの
は一番良いんです。しかし準備も大変ですし，地域の
状況によってはそれを実行するのが難しいところもあ
るかもしれません。できればそうするに越したことは
ないと思いますけれども。洛央小学校のように PTA の
方が中心となって，子どもに見てもらう，いろいろな
マークを作られたり，色を使ったり，そういう工夫を
されて作られる，そして子どもたちに積極的に活用を
促していくということも非常に重要ではないかと思う
次第です。まだまだ聞き足りないこと，もしくはご自
分の地域でこういう工夫をしたというのがあると思い
ます。まだ付箋紙が出てきていないので，ぜひお気づ
きのことがあれば遠慮なく書いてください。杉野さん
にはいろいろな小学校を見ておられて，安心安全のマッ
プの活動はどのようにご覧になっていらっしゃいます
か。

杉野 
　私も山ノ内小学校と一緒にまわりました。私どもが
持っている情報は，交通事故，不審者情報です。先生
方は小さい子どもたちと一緒に生活をしていますので，
子どもの目線で見ることができますが，警察官はなか
なか子どもの目線で見られないです。特に交通の場合
は巡視員という女性の職員がおりますので，結構子ど
もたちに接していますが，生活安全課の警察官となり
ますと，どうしても大人の目線で見てしまって作って
しまいます。実際に歩いて子どもたちに聞くと，材木
が積んであるのを見て「ここが怖いんやで」と言う，
私は何も怖くないのです。安全マップを作るのは子ど
もたちの目線で作るということが一番大事ではないか
と思っています。

コーディネーター：谷口 
　子どもの目線で作るというためには，子どもが参加
するのが一番だし，大人が作るとしたら子どもの目線
をしっかり意識して作っていくということが重要です。
続きまして，地域の安心安全の活動全般を継続してい
く上での課題，工夫についてパネリストの皆様からま
ずお聞きしたいと思います。

久保 
　杉野さんから出た「子どもの目線」はすごく大事で
す。特に通学路総点検をしたと時に，1年生がどうして
参加したのか，ただ歩いているだけではなかったのか
言われました。実は1年生がつぶやく，「ここが怖い」「こ
こでつまづいた」などを全部5年生6年生の班長と副班
長とまわりの大人がメモしました。そうすると小さい
子は喜んでつぶやく。それを取り上げて次は安全マッ
プを作る段になった時に，僕の，私の意見が出たとい
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うことで1年生2年生にしたら期待を持ったのではない
かと思っています。マップ作りがあった次の年度，平
成18年度になった時に「先生ここ危なかった」「うちの
子がここ危険かなと言ってます」というかたちで学年
を問わず話がでてきたのが良かったかなと思うのが一
つと，活動のキーワードを「皆で楽しく」作れないか
ということで，手作りのシールをマップ作りの時に貼っ
て，喜んで貼っていました。
　今年度，夏に光化学スモッグ注意報がたくさん発令
された時に，黄色い旗を立てるという習慣を安全マッ
プに入れてなかったので，それも入れようとシールを
作って，本校は畳二畳大の大きさですが，それにまた
貼っていったので，それも一つの更新になったかなと
思います。
　本校の課題としては平成19年度2年目になってちょっ
と意識が下火になってきています。本校では3年生から
地域学習を開始しますが，そこで使う校区図の変わり
に安全マップを使ってくれまして，それをもとに校区
探検をしてくれているということで，新しい利用方法
ができていると思っています。更新をどうしていった
らいいか，どんな情報を新たに入れていったらいいか
というのは，本校の課題と考えています。

コーディネーター：谷口 
　久保先生から，子どもたちが関心を持ち続けて自主
的自発的にどうやったらやっていけるかという点で，
非常に良い工夫を教えていただいたと思います。皆で
楽しくとシールを使うあたりは洛央小学校でもされて
いますが，工夫をすることで子どもたちの関心を継続
させていくという。こういう場ですと地域の側が，活
動をどう継続していくかという話になるのですが，主
役の子どもたち自身が関心を失うと何をしているかわ
かりませんので，新しい視点を提案いただけたかと思
います。
　もう一つは正親小学校も山ノ内小学校も1年生から6
年生まで縦でチームを作ってやられているという点，1
年生のつぶやきを5年生6年生がメモするという，これ
はいい勉強になりますね。

久保 
　5年生，6年生は責任感も出てきました。自分の町内の
1年生2年生は面倒を見ないといけないし，せっかく発
言があったので書かないといけないなと，責任感も生
まれてちょっと引き締まりました。

コーディネーター：谷口 
　ここでは言えない苦労もあったようですが，子ども
たちと一緒になって町別児童会で，正親小学校も地域
ごとですね，そうなると自然に縦割りになります。そ

こで1年生から6年生まで一緒にやるとコミュニケー
ション能力が高まる，責任感が生まれてくるなど，防
犯に直結することではなく，子どもたちの総合学習を
されているような生きる力がそういう活動の中から生
まれてくると言われております。そのあたりも視野に
入れて活動の幅を広げていただくというのも一案かな
と思います。

駿河 
　マップは作られたのですが，マップを見るだけでは
安全を守れないだろうということで，地域の方とのつ
ながりというのを，子どもたちそれから保護者も含め
て持たせたいということで，ブロック別の縦割りの集
団下校の時に「こども110番のいえ」を確認したり，挨
拶をしましょうという「おはようお帰りポスター」を
子どもたちから募集して500枚ほど作りました。文字の
ところに各自好きな色を塗り，集団下校の時に地域委
員だけではなく保護者も任意に参加していただいて，
110番のいえ以外のコンビニなどにも貼らせていただ
き，子どもたちと PTA と地域というつながりをもたせ
るという事で，みんなに「おはよう」「お帰り」って言っ
てもらおうという活動を，子どもたちに自主的に，自
分たちで色を塗る事でマイポスターという感覚で，参
加していることに自負を持ってもらおうとしておりま
す。
　地域の方に「子ども見まもり隊」を結成していただ
き，PTA も参加してお帰りパトロールを実施しており
ます。地域の方には本当にお世話になっている段階で
すが，「見まもり隊」には地域の多くの団体から集まっ
ていただいたもので，企画発案で旗とのぼり旗を寄付
していただき，毎月10日から20日まで通学路に面した
家庭や商店や柵に掲げていただく。もちろん地域の方
に協力していただいて雨が降ったら入れていただくと
か，よく目立つということで，警戒しているという様
子がわかります。地域の人達がみんな子どもたちに声
をかけるという状況で，ここの子どもたちは皆に見ら
れているから，犯罪を起こすのに不都合な地域だと思
わせて，犯罪の抑止力になってくれたらいいなと考え
ております。
　洛央小学校は校区が7つも集まってできた学校ですの
で，それぞれの地域でそれぞれの考えをお持ちの方も
いらっしゃるので，一つにまとまってしていくのがな
かなか難しいというお話もききます。PTA ということ
からいいますと，親子で参加はなかなか難しい状況に
あるのかなというふうには思っています。

コーディネーター：谷口 
　今もいくつかアイデアいただきました。マイポス
ター，子どもが主体的に参加する仕掛けを作られた。
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それから地域のご協力もあり，旗を立てるという。こ
れはやっておられる地域の方もいらっしゃるかと思い
ますけれども，いま駿河さんがおっしゃってくださっ
たとおり，うちの地域はこんな活動をしているよとい
う事を積極的に見えるかたちにするというのは非常に
大事でして，防犯では領域性を高めるというふうに言
います。洛央小学校の学区に一歩踏み込んだら，この
学区は何か悪いことをしたらすぐに捕まるという雰囲
気を地域が醸し出しているという，それが旗を立てた
り，ジャンパーを着用した方が地域の中を歩いていらっ
しゃる，そういうことも地域の領域性を高めているこ
とにつながっているのではないかと思います。洛央小
学校は7校が統合されて，元学区の校区それぞれの自
治会なり住民福祉連合会の協力というのはスムーズに
いっているのでしょうか。

駿河
　実際，皆様が話し合っておられる場に私は参加して
いないのですが，校長先生にお伺いしますと，中心の
学区といいますか，学校に近い学区と遠い学区がある
と，近くの方はすごくやり甲斐があるのですが，遠く
になるとポツポツしかいないとか，考え方も皆様多少
違います。いろいろな団体があるので，学区以外にも
皆で調整していくというのがなかなか難しいというお
話はあります。ただ皆様本当に子どものために，地域
で子どもを守っていくという意識でご協力いただいて
いると思っています。

コーディネーター：谷口 
　会場からも質問と意見がきています。小学校の合併
により自治会としてマップを作成すると，全学区が対
象にならないという現状をお伝えいただいています。
洛央小学校で玄関ホールに2×3メーターの大きさで
貼っているということですが，他の校区ではどのよう
に活用されていますか，ということで。正親小学校は
どのように活用してますでしょうか。

麻田 
　大きいのは学校の掲示板に一つ貼ってあり，個々に
小さいのを全家庭に配布していただいています。

コーディネーター：谷口 
　統合された元学区で自治会ごとにマップを作ろうと
して作られるというのも非常に良いすばらしい取組だ
と思います。今の学区全体の地図を作れないから，元
学区で作っても仕方がないのではないかということは
決してありません。私も城巽学区のマップ作成にかか
わったことがあります。その地域は防犯 ･ 防災 ･ 交通
というのを一緒に作りました。そこでは子どもだけで

はなく，防災になってくると高齢者の方が増えてきま
す。そうしたらいろいろな安全をセットにして元学区
で子どもたちを見守っていきたいという気運を高めて
活動しておられました。元学区と統合された小学校の
学区とでどのような関係で住民活動が行われていくの
かというのは答えを誰も持っていないと思います。お
そらく今それぞれの統合された学区，元学区で行われ
ている活動それ自体の中からこれからのモデルが生ま
れてくるのではないかと思う次第です。
　麻田さん活動全般について，課題・工夫・知恵とか
ありましたらお願いします。

麻田 
　正親学区は最初お話があったように，明治2年の創立
以来どことも統合をしていないし，人数は少ない，私
から見ればまとまりの良い学校ではないかと思います。

「見まもり隊」を結成する時も，各種団体の方に協力し
ていただくことになり，もちろん PTA の方も子どもの
登下校を見守っていますが，課題として「見まもり隊」
で出ている者はほとんどが60歳以上で，PTA の保護者
の方々との年齢層とあくので，上手くつながっていく
のかが地域として不安に思います。気楽に気長に危険
なくは確かに良いのですが，年をとることは止められ
ないので，いつまでも校門の前で立ち番をするわけに
はいきません。それが地域の者としては一番の課題だ
と思います。マップを更新するということ，それぞれ
何年かのうちにしていただかなければならないのです
が，私が正親小学校の子どもたちは毎年子どもが安全
パトロール隊を作って，110番の家を訪問してくれてい
ます。どこにその家があるかとただ通学路を歩くだけ
ではなく，一軒ずつ声をかけて，インタビューしてく
れます。子どもたちもここのおばさんの顔を知ってい
ると思うと，何かあった時にパッと飛び込めるのでは
ないか，そういう意味で子どもたちの安全意識をずっ
と継続させていただけたら地域の者としても安心と思
います。

コーディネーター：谷口 
　大きく2つ出ましたが，寄る年波には勝てないという
か，会場を見渡しても平均年齢40歳とは言えない感じ
です。平均年齢40歳だと，あと30年40年いけますと言
えますが，見た感じ10年は確実に大丈夫です。20年にな
るとちょっと厳しいですが，30年先どうするのかが非常
に大きな課題になってきそうです。これは安心安全に
かかわる活動だけではなく，地域のいろいろな活動，
消防・少年補導・女性会，各種団体の活動も含めて，
どう次の世代に渡していくのかというのは大きな課題
になるかと思います。そういう点では安心安全の取組
は危機感があるので，若い人もでてきます。そういう
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場面でぜひ次の世代を一本釣りでもする勢いで世代を
繋ぐ努力をしていただきたいと思います。関連した質
問で，地域の協力者として PTA の方ともっとコミュニ
ケーションがとれる方法が知りたいというお話がきて
います。これはいかがでしょう，地域の方と PTA の方
がコミュニケーションをする知恵はありますでしょう
か。

杉野 
　パイプ役は学校じゃないかと思います。私も高齢者
の方や PTA の方を対象としたいろいろな教室をします
が，高齢者社会になっていますし，高齢者のシルバー
パワーを社会に生かすという小さな冊子を配って社会
参加をお願いしています。PTAの方の護身術教室では，
今は皆さん忙しくて子ども見まもり隊にはなかなか出
られないかもしれませんが，いずれ時間が取れる時が
きます，その時は出てくださいとお願いをしています。

コーディネーター：谷口 
　一つには学校がパイプ役になると。学校は今いろい
ろな仕事で忙しいと思いますが，学校が核になって地
域の上下の世代をつないでいくというのは一つあるの
ではないかなと思います。私の経験ですが，ワーク
ショップという5～6人のチームに分かれて，1チームに
それぞれ地域の各種団体の方・PTA の方・小学校の先
生に入っていただいて意見交換をしていただいた機会
があります。5～6人のメンバーで丸いテーブルを囲んで
話をするといろいろな話ができます。その中で地域の
方はうちの地域は安全だと思っていたのに，保護者は
不安を持っていて初めてそのことを知ったとか，地域
の方が自分の子どもじゃない・孫じゃないのに子ども
の事をこんなに真剣に考えてくださるのを初めて知っ
てすごく心強く思ったとか，そういう意見が出ました。
コミュニケーションをとっていくというのは，どうし
たら取れるかという正解が出るわけではないのですが，
いろいろな場面で努力をするときっと効果は大きいの
ではないかなと思います。それではまとめていただい
ている市川さんからご紹介いただけますでしょうか。

司会
　地域安全マップの分野では「安全マップは総合的に
とらえて作っていくことが大事。」「交通マップはある
けれども，安全マップにはなっていない。」「通学路図
はあるけれども，地域安全全体にはかかわっていない，
そのあたりを総合的に捉えて作っていくことが大事。」

「家の中で活用するために，自分の家では冷蔵庫に貼っ
ている。」というご意見もあります。「地域住民に自分
の家の前が危ない所なのか，印をつけられたら，それ
が各家庭に出回ってしまうので，自分の家の前は危な

いと印をつけてほしくない。」というご意見もあります。
同時に「今現在安全マップを平面的に作っておられる
が，なぜ紙なのか，地下や上の方も危ない所があるじゃ
ないか，これから立体的な考えも必要になってくるの
ではないか。」というご意見もあります。「行政の方に，
危険な所がわかったら，行政での改善策はどうなって
いるのか。」という厳しいご意見もございます。「更新
していくには，今あるものを使って更新するが，同じ
人ばかりになるのではないか。」次の安全活動等全般に
も同じようなご意見があります。「作業していただく方
がある一定の人に偏ってしまうのではないか，仕事が
あるとか，今日は都合が悪いと言ってなかなか協力い
ただけない部分があるのではないか。」という意見。「学
校・子どもたち・PTA・地域全体で作るのがいいか。
安全マップそれぞれの学校は大きなものを掲示してお
られますが，どこでもあるのでしょうか。」各学校どこ
かに掲示していると思われます。

コーディネーター：谷口 
　今，「地域安全マップ」について付箋紙で意見を出し
ていただきました。一つ非常に具体的な例が出ました。
地図に自分の家の前が危険と書かれたらかなわない。
このあたりはどのように対処していますか。

久保 
　作るときに管理職によく相談し，決め付けてはいけ
ないと，シールでなるべく当たり障りのない表現をし
たことと，ここは怖いと刷り込まれると，子どもたち
もそこを通るのがいやだと思うようになってはいけな
いし，なぜ私の家の前が危ないの？という事になって
もいけませんので，それはかなり配慮しました。本校
の場合，子どもたちは安全マップを作って，それを行
政が作ってくれるということになりました。本校の校
区全体の各家庭に区役所から山ノ内の安全マップをも
とにしたマップが配布していただきました。えらそう
ですが，行政を動かしたという意識が子どもたちにも
あり，僕たち，私たちの意見が区役所に届いたという
思いがあり，非常に満足感はありました。各家庭でも
うボロボロになっているところもあると思います。学
校にも貼っていますし，家の玄関や冷蔵庫，壁なんか
にも貼っていただいていて，家庭訪問でも見ます。

コーディネーター：谷口
　個人の家の前は，といわれていますが，何か工夫さ
れたことがありましたら，ご意見お聞かせください。
やはり久保先生からお話がありましたように，多少の
配慮は必要だと思います。その点も踏まえますと，マッ
プにどこが危険だと落とすだけではやはり限界があっ
て，子どもたちと一緒にどこが危険な場所か，どうい
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う場所が危険な場所になるかということですね。自分
のまちだけじゃなく，隣りまちに行った，旅行に行った，
その先でも公園を見た時にちょっと垣根が高くてここ
は見えにくい危険な場所だと自分で危険な場所を判断
できるそういう子どもを育てるということが，もう一
歩手前で非常に重要ではないかと思います。では続き
まして，全般の活動について付箋紙の発表をお願いし
ます。

司会
　子どもの安全活動全般について今日学校現場の先生
方もたくさんいらっしゃるかと思います。学校への注
文もあります。「見守り活動をしておられる方々への
子どもからの挨拶がない。言葉かけが少ない。このあ
たりは学校の方で指導していくべき事柄かなと思いま
す。」「継続に向けて，登校時は人がたくさんいるけれ
ども，下校時は人が少ない。そこのところでどのよう
にして人を増やしていけばいいのだろうか，どうして
も高齢者の方が多くなるので，今後だんだん数か少な
くなるのではないかという心配もあります。」「登録し
ておられる方は100人，200人あるが，実際活動される方
はその10分の1だったり，20分の1だったりします。実際
に活動する人達を増やすにはどのように活動していっ
たらいいか。」「同時に交通のことも含めて，一般に通
行している人のマナーの悪い方にはどのように注意す
ればよいか，急に笛を吹いても驚かれるだろうと，そ
れも注意していいものかどうかです。」等
　あとは行政との連携ということで，「登下校中の駐
車違反の車への対応，青色パトロールの使用申請を警
察にしてはどうか，京都市にも数校ありますが，学校
の前にパトロール小屋を設置するのはどうか。」「行政
と現場の理解があまりにも開きすぎているのではない
か。」「行政と現場・学校との連携の大切さ。」等

コーディネーター：谷口 
　行政と現場のこのあたりをやりだすと朝までテレビ
ぐらいしなければならないので，ちょっとそこまで深
入りせずに，地域で活動の輪を広げていく。今100人登
録していても10人ぐらいという話でしたが，10分の1ぐ
らいしか実際に活動に参加してくださらないというの
がありました。このあたりいかがですか，地域での活
動の輪を広げていく工夫なりアイデアなりお持ちの方，
もしくは実践されている方いらっしゃいますでしょう
か。会場でもこんなことをして成功したというのがあ
りましたらお聞かせください。これに関しては京都一
丸となって良いアイデアを共有したいと思います。

麻田 
　できたら私がその回答をいただきたいと思っていま

す。

コーディネーター：谷口 
　地域ががんばっているが，PTA の協力がどうも少な
いように見えるというようなご意見がでました。実際
その PTA 役員の方はすごく一生懸命になられていると
思いますが，一般まで広げていくとどうなのでしょう。

駿河 
　一般に PTA といわれると1つの団体として扱われる，
PTA の参加がないって言われるのですが，保護者の横
のつながりが非常に希薄な団体だと思います。それで
地域の方もおられるので皆さん来てくださいって言わ
れても，地域の方と面識がない，保護者同士もあまり
知っている人がいないという状況で，一人で参加する
のが非常に躊躇される保護者が多いのではないかと思
います。私も京都の人間ではありませんし，地域の方
とも前のお宅の方と挨拶するくらいと，マンションは
つながりがない。本当に横のつながりが PTA 同士でも
できれば誘い合って出られます。あと地域の方とコミュ
ニケーションをとる機会があればもっと気楽に出られ
るそのきっかけができるのではないか，敷居をどんど
ん低くして，ちょっとでいいですというかたちにすれ
ばと思います。

コーディネーター：谷口 
　自分の子どものことだから，保護者が頑張らないと
いけない，出てこなければいけないという気持ちもわ
かりますが，PTA の保護者のほうでも新住民で入って
きたら，どこに出て行ったら地域の活動にかかわれる
のかという窓口・入り口さえわからないという事もあ
ろうかと思います。道ですれ違って地域の重鎮の方は
非常に恰幅もよくて，このおじさんに声をかけていい
のだろうかというところもあるかと思います。ぜひ新
住民の方，若い方も入ってこられるような楽しいイベ
ント，例えば運動会とか文化祭とかそういうところで
工夫さえている学区もあると聞いております。そうい
うものも必要かと思います。それから，会場からお答
えのアイデアをいただいております。どうしたら参加
しやすくなるかということで，犬の散歩を登下校時に
お願いしているということですね。防犯活動してとい
うことではなく，犬の散歩をするのだったら登下校の
時間にしてよというお話，それから門掃きと見守りを
一緒にお願いしているという，一石二鳥で街はきれい
になるし安全になるし，門掃きなどのアイデアも取り
入れていただけたらと思います。

司会
　安全マップの更新について「マップの更新データを
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デジタル化すれば更新し易いです。」というご意見もい
ただいています。行政との連携で「不審者の情報が若
干少ない。」というお言葉があります。杉野さんよかっ
たらお返事いただけますか。

杉野 
　不審者情報につきましては，はっきり申し上げて一
部出していないものもあります。なぜなら事件になっ
てしまったということについては，被害者の方のプラ
イバシー，特に保護者の方の了解を取ってからしか公
表しておりません。了解が取れても，はっきりとでは
なく，ぼやかして出しています。例えば，「手を引っ張
られて連れて行かれそうになった」と表現します。仮
に連れて行かれても，「連れて行かれた」というふうに
は表現していません。もしかしたら連れて行かれたの
かなと判断していただいたら結構ですが，一つはこう
いうことがあったから自分の子も注意して，近くの子
も注意してということで公表しております。一つお願
いがあります。最初の情報を公表した時は気をつけよ
うね，となるんですが，時間が経つと被害者探しになっ
ていきます。どこの誰がどんなことをされたと。そう
いうことは，はっきり言って関係ないんです。最初の
情報だけで判断してほしいと思います。そういう点を
考慮してすべてを公表しておりませんので，例えばこ
ういう事があったけれども，お巡りさんもパトカーも
来ていたけど，何も公表されていないねということが
あることがあるかもしれません。でもそれはプライバ
シー保護の観点で公表していないということをご了承
ください。

コーディネーター：谷口 
　私も京都府警のメールを登録していまして，多いと
きで一日に2～3件，確実に一日に1件はどこそこで不審
者が出たとか，最近は引ったくりが多いです。ついで
に引ったくりについても一言お願いします。

杉野 
　皆様，女性の方は斜めにかけるかばんを使ってくだ
さい。自転車の前かごには防犯ネットを付けてくださ
いと口すっぱくお願いしていますが，なかなかしてい
ただけません。先生も帰って学生に指導してください。

コーディネーター：谷口 
　本日は地域安全マップの充実と子どもの安全という
テーマでお話をしてきましたが，最後は杉野さんのほ
うから引ったくりの話も出ました。活動の中では子ど
もの縦のつながり，それから地域での世代を超えたつ
ながりを作っていくというお話も出ました。そのあた
りを考えますと，子どもの安全を確保したいと，子ど

もを地域で守っていきたいというのは多くの方が共感
できること，危機感を持っていることだと思います。
それをきっかけに地域での顔の見えるつながり，関係
というのが生まれていく。防犯についても子どもだけ
ではなく，高齢者の方と子どもたちが顔見知りになっ
ていく，PTA の方と顔見知りになっていくという機会
が増えれば，高齢者にとっても安心安全なまちになっ
ていくのではないかなと思います。
　今日出していただいたご質問・ご意見すべてをご紹
介できず，すべてについてお答えできませんでしたが，
地域の顔の見えるつながりを楽しく作っていくことは
大切です。先ほどの正親小学校の言葉をお借りして，
気楽に，気長に，危険なく，無理なく長くやっていく
体制作りというものを，今日出てきた具体的なアイデ
アで一つずつ取り組んでいただきたいというふうに思
います。私自身も伏見区に住み，子どもが小学校4年生
で，今年親父の会の代表をしています。親父の会とい
う仕組も先ほど出ていた，地域での活動をする人を増
やす面白い仕掛けだと思っています。親父は集まって
飲んでいることが多いのですが，それでも地域で顔の
つながりができて，PTA の活動に参加したり，地域の
お祭りに店を出したりという活動をしています。そう
いう機会を住民はじめ，各種団体で新住民の方，若い方，
PTA の方に対して作っていっていただきたいと思う次
第であります。
　最後，何か伝えておきたいということを杉野さんお
願いします。

杉野 
　最近，保護者の間でチェーンメールが流れて，具体
的には八幡市の何々というスーパーで女の子が連れ込
まれて悪戯されたという内容です。そういうメールが
保護者の間で流れています。そういう勝手なメールを
信用しないでください。またそれを他人に送らないで
ください。子どものチェーンメールと一緒です。そう
いうことがあれば警察の方に連絡していただいたら結
構です。これは単なる悪戯メールです。気をつけてく
ださい。

コーディネーター：谷口
　チェーンメールが届いたら，誰かにすぐに送らない
といけないと思い勝ちですが，それをすると大変なこ
とになりますから，確かな情報だけを回すようにしま
しょう。
　本日はどうもありがとうございました。
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ワークショップによる参加者からの意見

1　地域安全マップについて
○地域安全マップの作成・更新の現状
・2年前にＰＴＡに依頼して作っていただいた。当時は

全校児童850名ほどだったので，全員配布は大変だっ
た。安全マップはＡ4版カラー印刷でパソコンを使っ
て作成した。しかし，更新が大変。（去年も今年も
新入生が150名ずつ入ってきているのだが…。）

・ＰＴＡが中心となり地域安全マップができました
が，地域の方にオープンにしていないことに気づき
ました。今後，早速地域の方にもみていただき，追
加などもしていただく必要があると思います。

・地域安全マップを作成するには，危険な所や交通量
の多いところなど学区民の協力が必要であり，子ど
もや教員の意見も必要。

・自治連の消防や防犯・シルバークラブ・女性会等の
方とタイアップして，いろいろな情報を一枚の地図
に重ねられるようにしていくと多くの人の目で安
心・安全マップができるのではないか。元の地図
があれば，いろんな方面から安全マップができあが
り，地域ぐるみで作れるのではないでしょうか。

・子ども自身が危険な場所を見つけていくことは大き
な意味を持つ。正親校のように小グループに分かれ
て取材・話し合い・安全マップ作成をすることが望
ましいが，児童の多い学校では難しいだろう。そこ
で，ある学年が毎年総合的な学習の時間を活用して
学習していくのも一方法かも…。

・安全マップは大切。高学年を中心に子どもも参加さ
せた安全マップづくりが大切である。参加すること
により関心も高まる。

・変質者や痴漢等がでたら，マップに印を付け，付近
の住民に注意を促してほしい。

・安全マップの更新はデータをデジタル化すればしや
すい。

・通学路マップはあるが，安全マップとしては不十分
と思う。

・少し古い安全マップで，かつ学校の先生方で作成さ
れているので，子どもの目線では作成されていな
い。したがって，再度新しく作成する予定。

・子ども安全に関わる「こども110番のいえマップ」も
古いため作成しなおしの必要性があり，早急に再作
成する。

○地域安全マップ作成・更新に向けた課題
・ＰＴＡ地域委員会で安全マップを作成しましたが，

更新していくのは難航しています。毎年地域委員が
変わっていく中で，更新の方法や引き継ぎはどのよ
うにされているのでしょうか。全員配布としている
のでどういう方法がありますか？

・安全マップ作りですが，保護者が一つになって子ど
もと一緒に作るべきだと思います。ただ，仕事や育
児を理由に手伝いにこない人も多いと思います。同
じ人ばかりが手伝うことになりそうに思います。

・安全マップの作成にあたり，地域の方への呼びかけ
はなかなか困難なのでは…。山ノ内小のように先
生・子ども・地域で下校してチェックするのはとて
もいいと思う。

・安全マップは毎年変化するので，毎年新しく作成す
ることが必要。作成する人も幅広くすることも必
要。

・なぜ，紙の安全マップづくりが進められているので
しょうか。本校でも居住地としてマンションがあ
り，屋上や地下の問題があり，鉄道の高架下や地下
街にも注意する必要があります。その意味では安
全マップそのものが立体化される必要はないでしょ
うか。紙マップでは限界があるのではないでしょう
か。

・小学校の統合により自治会として安全マップを作成
すると全学区が対象とならない。

○地域安全マップ記載内容等の問題点
・地域住民の方のプライバシーをどう扱うかが難しい

ところです。ほぼ問題になる方が警察等でも特定さ
れている時に配布などを考えると，情報をどの程度
広めるかが大変問題になります。

・地域住民から安全マップについて自分の家の前が危
ない所と表示してほしくないという意見がある。

・危険だと印された場所に住む住民への配慮をどうす
るのか。

・洛央小学校の取組について，安全マップに「不審者
発生場所」等を書き込むことは有効でしょうか。思
いこませたり怖がらせたりという不安があります。

・以前警察の方と地域・学校・ＰＴＡで安全・防犯に
ついて会議した際，次のような話がありました。安
全マップは危険場所，犯罪が起こりやすい場所が記
入されているので，それがもし外部の人間や危険人
物の手に渡った場合，犯罪を起こしやすい場所を教
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えるような形になるので，配布には十分気を付ける
ように注意がありました。

・安全マップで危険なところが分かった場合，行政で
の改良等してもらったか？また，改善されて安心が
保たれているのか。

・安全マップを作成しても一時的で終わってしまって
いることが多い。成果は見受けられない。
○地域安全マップの掲示・活用について
・洛央小では安全マップを玄関ホールに2×3ｍの大き

さで貼っておられるそうですが，他の校区ではどの
ように展示も含めて活用されていますか？

・我が家では地域安全マップを冷蔵庫の正面に貼り付
けています。（子どもの目の高さ）

2　子ども安全活動について
○子ども見守り活動の現状と課題
・地域の人たち（主に女性会）が下校時に角に立った

り自転車で見守ったりしている。
　・登校時の見守りは問題なし。下校時の体制づくり

に困っている。
・凶悪な犯罪が起きても時間の経過とともに風化して

いる。安全活動はいわば「うがい」のようなもの。
風邪をひいてからではおそいという気持ちで行いた
い。（御所南小ＰＴＡ）

・現在ボランティア活動者は高齢者が多く，今後の継
続性が一番の課題である。

・子ども見まもり隊として参加してもらいやすい方法
は？登録者は多いが実際に出てくれる人が少ない。

・2年前に自治連によって立ち上げていただき，当初は
メンバーも70名ほど参加していただいたが，最近は
メンバーが減ってきている。週によって子どもたち
の下校時刻が変わることがあり，その都度連絡を回
すのが大変。

・見まもり隊は発足していて活動もしていただいてい
ますが，メンバーの募集や確保は大変です。見まも
り隊の運営はどのようにされているのかお伺いした
いです。（自校はＰＴＡが受け皿となり人員配分し
ています。）

・現在の組織はボランティアの方々が中心であり，高
齢者が多く今後の継続性が課題である。

・180名のパトロール隊を10班に分けて，毎日下校時に
活動していますが，意識の低下か4～5名しか参加者
がいないときがあり困っています。協力者の高齢化
もあると思います。もっと若い方の協力も得られな
いものか！子どもを持つ親の意識がもっと必要だ。
（常磐野小学校子どもたちを守るパトロール隊）

・最近は地域の安全は地域での意識が高まっている。
ＰＴＡも地域への協力が不十分ではないか？

・保護者の大半が仕事を持たれている昨今，下校時の
パトロールの際，地域とＰＴＡの参加数はいかがな
ものか教えていただきたいです。どうしてもＰＴＡ
の参加率が低いのですが，他の学区ではどのような
方法をとられているのか疑問です。

・下校時の安全のために見守りポイントを設けてＰＴ
Ａと地域ボランティアで見守っていこうと話し合っ
ているところですが，実際は共働きの家庭も多く無
理にお願いすると継続は難しくなります。何かいい
案はありませんか？

・保護者の中では，仕事が一日あるので登下校時のパ
トロールなどに参加できないと最初から他の人に任
せきりという感じの人が多いように思います。まる
まる一週間仕事ではないはずで，なんとか無理のな
い形で仕事が休みの日などに参加してもらうにはど
うしたらいいでしょうか？

・子どもの安全活動は保護者と子どもの両方で行いた
いと思う。子どもは教育活動の中で取り組むことが
できるが，保護者を巻き込むことはなかなか難し
い。親は昼間仕事などで地域にいない場合が多い。

・見守り活動をしたいが，ＰＴＡの協力が希薄で，そ
のため地域の方の協力まで危ぶまれている。どうす
ればみんなで見守っていけるだろうか。

・通学路での登下校時，休校日等の時間別の防犯面で
の分担状況はどうしてられますか？

・下校時の見守りは時間が長い。どのような方法で実
施されているか知りたい。当学区はポイントでの立
番とパトロールを併用している。（花園学区）

・学区で見まもり隊として活動しているが，少人数で
ありその上下校時は時間が長い。また，教員方は見
まもり隊のことを認識しているのか？

・地域の協力者としてＰＴＡの方々ともっとコミュニ
ケーションがとれる方法を知りたい。

○見守り活動の継続に向けた工夫
・小学校を卒業した中学生の活動（中学校としての取

組）も必要かもしれません。（小中連携の面からも
中学校への働きかけも必要。）

・犬の散歩を登下校時に，門掃きのついでに見守り活
動をお願いしている。

・地域への働きかけが大切。特に高齢者は散歩をよく
しているし，これらの方々の活用も考えられてはい
かがでしょうか。

・見まもり隊の活動を継続するために登下校時の割り
当てを行っている。各隊員が出にくい時は事務局に
連絡して休んでもらうようにしている。

・下校時間は仕事をしている保護者が多いので，地域
の方々のお世話になっている。

・ＰＴＡを中心に各家庭に，児童の登下校時の朝は8時
頃と夕方4時頃には，道路に出て「おはよう」「おか
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えり」の声かけ運動の意識を高めています。
・嵐山小学校ではパトロールボックスを3年前に設置し

て，毎日，各種団体で登校時から下校時（7：50～
16：30）まで見守っている。

・青色パトロールを使用する車両を警察に登録して，
毎日定期的に児童の下校時に合わせて学区内全体を
パトロールしている。
○見守り活動と子ども（コミュニケーションに関して）
・見守り活動をしていて朝「おはようございます」と

も言わない子どもが少しいます。でも多くの子ども
たちは，道で会ったら「パトロールのおばちゃん」
と声を掛けてくれてうれしいです。

・子どもたちの立番をしている地域の人たちへの言葉
遣いを親と学校に指導してほしい。

・子どもの安全に対する知識や意識をいかに高めてい
けるか。

・地域の子どもたちの下校時など，危ない歩き方をし
ているとつい声を掛けてしまうのですが，ＩＤカー
ドをしていないと不審者として扱われることもあり
ます。人は基本的に信頼できるものという気持ちを
持ちつつ，自分の安全を守るというのは難しいで
しょうか。

○見守り活動と行政との関係
・行政と現場の理解に開きがありすぎる。
・不審者の情報が少ない。学校と保護者が隠してい

る。警察の情報も少ない。
○その他
・統合校のため地域活動は旧学区ごとになる。
・現在ＰＴＡ主体で子ども見守り活動が実施されてい

ますが，11月より嵯峨安心安全ネットワーク協議会
の地域全体で活動します。しかし，嵯峨は観光地で
観光シーズンは大変な混雑です。その季節はどのよ
うに対応して活動すればよいでしょうか。

・登下校時の車の駐車禁止のお願いなど，安全の妨げ
になるものの排除等はどのようにされていますか。

・多くの学区で登下校時に旗を持った人が立っている
が，子どもや道行く人にどこまで注意してもいいも
のなのか？笛を吹いての注意は，ちょっとびっくり
することがある。

3　その他
○下校後の見守り活動等
・下校後の行動について，公園等で遊んでいる子ども

たちがかなりいます。帰宅時刻を5時に決め，強制的
に帰しているが如何でしょうか。

・下校後の児童の行動範囲が広く，これにどのように
対応するか。また，部活後の下校児童をどう見守る
か。（特に秋冬は日が短く帰宅時は暗い。）

・登下校時間外の子どもたちの安全安心のガードをど
うすればよいのか。

・明るい時間は安心だが，太陽が落ちて暗くなってか
ら（5時～6時頃）の見守りができていない。この時
間帯に事件が起きているという実情がある。
○子ども安全と広報活動　
・学区内にお住まいの私学等に子どもを通学させてお

られる家庭に，安全活動の詳細を知らせるには，町
内の回覧板くらいでよいのだろうか？

・広報紙をどのように活用しているのか？紙面の内容
について。

○「こども110番のいえ」との連携
・「こども110番のいえ」の表札が付けてある家があ

るが，実際子どものことを認識しているか疑問であ
る。

・「こども110番のいえ」に毎月学校だよりを持ってい
くことで，連携が保たれている。

○活動中の補償
・保護者がパトロール中に事故にあうとかがあった時

は，どこが誰が補償してくれるのでしょうか？みな
さんたちはどうされているのでしょうか。

○その他
・地域の子どもには私学の子も公立の子も変わりがな

い。私学の安全教育も参考にするものがあるのでは
ないか。

・子どもの登下校時の安心安全だけでなく，帰宅後の
過ごし方，例えば自転車でのマナーの低さ，交通
ルールを守らない等の問題解決。

・中学生・高校生・大人の自転車のマナーがすごく悪
いです。親としてはイヤですね。よい見本となって
ほしいです。

・大きく環境浄化という観点から社協で公園美化活動
の標語を作っています。続いて地域全体の環境浄化
も進めていきたいと思っています。

・各学校への質問。どこの学校も毎朝，校長や教頭な
どが校門に立ってあいさつをしているのでしょう
か。

・環境問題をテーマにしたある講演で，白熱灯に比べ
蛍光灯の方が8時間以上身体に浴びるとストレスがた
まると聞きました。犯罪者を作らないための工夫と
して，家の中でも白熱灯を使用するようにしてはど
うでしょうか。

・区域外通学の児童や総合支援学校の児童，障害のあ
る児童等の安全を考えるとどのような対策が考えら
れるのでしょう。例えば，本人がバス通学で乗り越
してしまい，尚かつ情報が伝わらない時などの安全
はどう考えればよいでしょうか。

・出口プランについて。
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第3回　京都市スクールガード養成講習会
無理なく「見守り活動」を継続させるためのヒントがここにある!!

日　　時　　平成19年11月7日 ( 水 )　午後3時から午後5時まで

会　　場　　京都市北文化会館　(京都市北区小山北上総町 )

主　　催　　京都市教育委員会

共　　催　　京都市子ども安全会議

対 象 者　　見守り活動等を行っているスクールガードの代表及び教職員

参加人数　　250名

内　　容　　実践発表

　　　　　　　　松ヶ崎小学校 校長	 白石　悦徳

　　　　　　パネルディスカッション

	 　テーマ「見守り活動と地域安全」

	 　・コーディネーター：	 京都産業大学大学院 教授	 藤岡　一郎

	 　・パネリスト：　　（学校）	朱雀第三小学校 校長	 赤羽　　清

	 　　　　　　　　　　（地域）	六原学区自治連合会 事務局長	 　菅谷　幸弘

	 　　　　　　　　　（ＰＴＡ）	松ヶ崎小学校学校運営協議会会長	 佐藤　　佐

	 　　　　　　　　（関係機関）	文化市民局地域づくり推進課
	 　　　　　　　　　　　　　 	まちづくりアドバイザー	 　佐藤　友一	
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実　践　発　表
松ヶ崎小学校　校長　白　石　悦　徳

　松ヶ崎小学校の白石と申します。パワーポイントの
操作を副教頭の角井が担当いたします。
　実は私松ヶ崎小学校に昨年の4月に赴任をしました。
赴任したときに保護者や PTA の方何人かから，こんな
話を伺いました。校長先生は子どもの安全をどのよう
に考えておられますか，もしも何かがあった時に校長
としてどのように責任を取ってくれるのですか，とい
う大変厳しい言葉を着任早々いただきました。丁度そ
の前年には，子どもが犠牲になる事件が発生しており，
松ヶ崎の周辺でも見守りの活動が，その前年平成17年
度から立ち上がっていたところもあり，この声はそう
いった動きが学校にないという苛立ちの表れだったの
かなという事を思いました。
　先日加古川市で子どもが犠牲になる事件が発生しま
した。その時テレビの報道で保護者のこんなコメント
がありました「学校としてもっと厳しく見守ってもら
わなければ困る」というふうなコメントでした。その
あと校長先生のほうで，これは学校だけの問題ではな
くて，地域ぐるみで対応していかなければならないと
いうご意見もありました。社会的に凶悪な事件につい
ては学校だけではとても対応しきれません。というこ
とで，これは学校・保護者・地域，つまり地域ぐるみ
で対応していかなければとても対応できない問題でも
あります。
　そこで本校でも，着任早々ぜひ見守りをやっていこ
うという事を決めました。しかし松ヶ崎で無為無策で
したわけではありません。実は30数年間にわたって子
どもの安全指導という事で，毎日一年を通して立って
いただいている地域の方もいらっしゃいます。子ども
たちからは「三宅のおっちゃん」と親しまれている方
ですが，この方が，唯一地域で子どもの見守りを続け
ていただいています。
　PTA では，下半期に地域委員会が中心になって安全
マップを作ったり，子ども110番のお願いにあがったり
して，学校安全会議の第1回目も立ち上がっていたとこ
ろでした。でも具体的に，子どもの見守りをしていこ
うと言う声はなかったです。そして地域的にも大変古
い地域と，新しく開けた地域が一緒になっていますの
で，どちらかというと地域の古い方，地元の方は松ヶ
崎は田舎だからそんな危険なことはないだろうという
ふうな意識があったのは確かです。
　そこで4月早々，そういったお声をいただき，何とか
見守りを立ち上げようと，とりあえず，学校と PTA が

中心となって，保護者の皆様に見守りの協力を募集し
ようということになりました。それで去年の4月は，児
童数で380人おりましたから，380枚の子どもの見守りに
協力してくださいというお願いを配りました。すると
集まったのは，期待に反して20枚でした。380枚配って
20枚です。その20枚の内訳が，実は子どもが3人おれば
3枚出してくださって，2人おられれば2枚というふうに，
実質の家庭数は280世帯で，協力を申し出ていただいた
方は14世帯でした。非常に厳しいスタート，これでで
きるのかとすごく考えました。
　それでも，やっていかないといけないということで，
5月から始めました。最初は学校の教職員もたくさん出
てくれましたし，PTA の本部役員さんを中心に出てい
ただいて始まったのですが，やはり数が少ないんです。
校区も広く，これは何とか広報活動をしっかりしてい
かなければならない。本校では地域ぐるみの学校づく
りということに取り組んでいるのですが，地域や保護
者の方は学校が取り組んでいることを，あまりご存じ
ない，学校はあまり情報を発信していないと思ってお
られるのです。本校ではとにかく包み隠さずいろいろ
なことをどんどん発信していくかということで，この
安心安全についても新聞を作りました。
　「松ヶ崎あんしんネットワーク通信」で，サンプルを
資料に入れさせていただいています。この新聞で何と
か保護者や地域の方に活動を知っていただきたいと，
そして協力していただきたいということで，これを隔
週刊にしました。2週間に1度発信します。すぐに読める
簡単な内容にして，いつも繰り返す言葉は同じ，出来
る時に，出来る時間に，出来る所でお願いしています。
　そして，子どもの安全から地域の安心安全もまちづ
くりに発展させましょうという事を一所懸命訴えまし
た。ネットワークにこだわったというのは，活動の名
前はどうしようかと，ネットワークは多いと思います
が，松ヶ崎はこだわったんです。つまり学校や PTA だ
けがしているようでは，まちづくりにならない。だか
らネットワークを広げよう，つまり地域の各種団体か
ら，保護者の皆様から，地域住民の方いろいろな方に，
このネットワークを広げていただきたいという思いで，
ネットワークという通信を始めました。
　この新聞は非常に効果があったと思います。自分は
できないけれども，写真を見ると，人が立っている，
ご苦労さんだな，自分は協力はしていないけれども，
人の協力の様子は良く見えるというもので，これは一
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つの武器になりました。普段着で立っていただくと，
子どももわかりませんので，変なおっちゃんから声を
掛けられたとなります。黄色とか黄緑のウィンドブレー
カーを着ていないのでわけがわかりません。それでシ
ンボルマークを作ったらどうかと，キャラクターを作
ろうということで，本校の職員に「ワンちゃんマーク」
見守り犬ということでこういうデザインを描いてもら
いました。これを作るのは大変でした。一枚原画を描
いてもらい，それを各団体お願いしにまわりました。
最終的に20団体の方が協力していただきましたが，20団
体分作らないといけません。1枚しか原画がないと，何
十枚もコピーして台紙の上にずーっと置いて，そして
各団体の名前を書いてコピーをします。毎晩，夜なべ
仕事で何百枚作りました。結局たくさんの団体の方が
協力していただき，今，私がしているものを，たくさ
んの方にしていただけるようになりました。
　これはかわいらしいもの，皆が着けたいなと思うも
の，私もほしいわというようなものをと作ったのです
が，結構これが人気になりました。町内会で募金を集
めに行く時に，これを着けていると，すっとお金を出
してくれるようになったとか，いちいち説明をしなく
てもすぐ集金ができるようになったと，いろいろと効
果が出てきました。大型スーパーに行くと，時々これ
をぶら下げている人がいらっしゃいます。そういう時
には手を合わせて拝みたい気持ちですね。一年たって，
町内では比較的一般的になってきたと思います。犬の
散歩で着けていただいているのですが，結構犬の散歩
も多く，各種団体の方ではない方でも協力していただ
ける方にいろいろ広げていただいて，犬を連れながら

「ワンちゃんマーク」をぶら下げているという方も結構
いらっしゃって大変ありがたいと思っています。
　ネットワークを広げるということで，各種団体にお
願いにあがりました。地域団体だけではなくて，うち
の学区には国立の工芸繊維大学がありますが，ここに
もお願いしました。ここにも松ヶ崎発見実行委員会と
いう小学校と中学校と大学の連携の組織があり，ここ
の学生さんにもネームプレートを着けてもらうことも
しています。学校に来ていただく保護者はもちろんで
す。これは一つのアイデアだなと思っています。
　本校の見守り活動の基本は毎日です。自分が出来る
時に，できる場所でしていただきたい。だけど見守り
は人に見せないといけないものです。大々的にこの地
域は，子どもの安全安心に関心があり，見守り活動が
行われているという事が予防につながると思っていま
すので，本校では毎週水曜日に，一斉行動日というこ
とで取組をしています。
　本年度から下校時の見守りもしていかなければなら
ないということで，これも木曜日の午後，学校が早く
終わる日，職員会議，研修会などの日に，PTA が中心

となって取り組んでいただいています。ネットワーク
で20団体になったのですが，それぞれに私がお願いに
行ったとしても，一堂に会する場がなかったのです。
何とか総会をしたいということで，協力団体が一堂に
会して子どもの安全を守っていこうと，安心安全のま
ちづくりをしていこうということを確認したいという
ことで，総会をしました。
　今日コーディネーターをしていただく，藤岡先生に
お越しいただき講演をお願いしました。この人集めが
大変心配されたのですが，最初はふれあいサロンとい
う小さい教室でしようという話だったのですが，それ
では最初から目標が小さいので，体育館でしようとい
うことに決めました。地域の方と，PTA の方がほとん
ど同数でほぼ体育館が満員になるくらい集まってのス
タートとなり，大変良かったと思います。藤岡先生の
言葉が今でも印象的です。
　松ヶ崎は「妙法」の法の下にある地域だから，規範
意識をしっかりと育ててくださいということを今でも
覚えています。そのとおりだと思います
　子どもの安全には関心をもって協力していこうとい
う方にはこの松ヶ崎版子ども110番というのを作ってい
ます。これも昨年 PTA の地域委員会にたくさん配って
いただいたり，取り組んでいただいたりしました。
　この一年間取り組んできて，どこの地域でも同じだ
と思いますが，最初は活動が盛り上がってきます。し
かし半年，一年経つと，協力者が固定化していくとい
う傾向はどこでも同じではないでしょうか。松ヶ崎も
今年 PTA が新しい本部になり，非常に高い関心を持っ
ていただいていて，この見守り活動の事を考えていた
だいています。そして一年が経っていろいろな課題が
見えてきました。それは人が増えないということです。
協力をしていただける方は，一生懸命，地域の方も保
護者の方もおられますが，数が増えないというのは大
きな問題です。
　学校評価というものがあります。学校は子どもの安
全のために取り組んでいますかという質問をしました
ところ，これは A と B 評価が圧倒的に多く，このあん
しんネットワーク通信のおかげかなと，皆さんから，
良く取り組んでいただいているという評価をいただき
ました。
　ところが下の方を見てください。「あなたは松ヶ崎の
あんしんネットワークの子どもの見守りたいの活動に
参加した事がありますか？」というこの問いについて
は，A と B 評価が非常に少ない。4割です。どちらかと
いえば出たことがある，とは B です。C・D・E の評価
は6割です。つまり大半の人は参加していないというこ
とが明らかです。これは何とかしなければならないと
いうことで始めたのが，現在，取り組んでいただいて
いる PTA の見直しです。
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　どのあたりを見直すかというと，これまでは地域全
体，校区全体を皆で見守ろうということで，あるポイ
ントを決めて見守ってきました。
　見守りの基本的な場所は，自分の自宅の前でもいい
のです。しかし強化地点，周囲に見せる必要もあるの
で，車がたくさん通る所，人がたくさん通る所で，う
ちの地域は見守りしていますよと見せなければいけま
せん。しかし人が少ないところもありましたので，今
年から取り組んでいる最中です。昨日もその会合をし
ていましたが，地域ブロック制ということに移行して
いきます。小学校には町別児童会があり，町別に保護
者の方・地域の方が自分の町内の子どもたちを見守り
ます。すると狭い範囲で，人間関係も狭い町内の人間
関係で，子どもたちもよく知っている中で，10ブロック
に区切り，ブロックごとに見守りをしていこうと，そ
のために皆が集まって話し合い，当番を決めよう，や
り方を決めようと，グループ集会が今週始まったとこ
ろです。
　資料にも載せていますが，PTA の広報活動も盛んに
していただきました。PTA だよりの特集号を何回も組
んでいただき，保護者に啓発として協力をお願いしま
した。これが大変すばらしい会報で，学校の手紙より
非常にわかりやすい，説得力があるということで，非
常に効果的な広報活動です。エコバッグを作って配っ
たり，いろいろなアイデアを出して，今，活動してい
ます。
　先日は，子どもの絵の暴力禁止として，CAP のワー

クショップについても，スタッフの方に来ていただき，
低学年の子ども用，保護者向けにもロールプレイを使っ
た研修をしました。これは大変わかりやすいと思いま
した。ロールプレイというのは，お話だけではなくて
説得力があると思いました。
　最後に，先週の PTA の集まりの時に出たアイデアな
のですが，よく門口に NHK や日本赤十字社の小さいス
テッカーが貼ってあります。大きなマークは貼りにく
いが小さいものだったらということで，小さい「ワン
ちゃんマーク」を作りました。これだったら郵便受け
にも門口にも貼っていただけるかなと，協力していた
だける家に，これを貼ろうということを考えています。
時々，猛犬注意というのがありますが，これは「ワンちゃ
んマーク」です。
　見守りは労力が必要です。皆さんに負担をかけてし
まいます。労力を使わずに，知恵やアイデアで，こういっ
たものが松ヶ崎の学区中ベタベタと黄色くなるぐらい
貼ってあれば，この地域は防犯にものすごく力をいれ
ているというアピールになります。これも一つのアイ
デアで，進めていこうと話をしています。
　課題は継続と拡大です。大変な場面があっても，ア
イデアによってそれが改善できると思っています。私
はアイデアを形にして広めようと，PTA と学校で取り
組んでいます。そして地域の大きな支援をいただいて，
取り組んでいるところです。まだまだ不十分ですけれ
ども今後もがんばって取り組んでいきたいと思います。
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